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子ども議員質問 ２番（有終東小学校６年 松田 花君）---- 6

１ 学校再編について 

小学校を二つ、中学校を一つにするという話が出ています。それについての意見はさまざ

まです。 

そこで質問です。 

○この再編について、大野市の考えを教えてください。メリットとデメリットは何です

か。また、デメリットはどのようにすれば克服できますか。 

私が考えるメリットは、学校内で競争ができる、友達が増えるなどで、デメリットは、

登下校が大変、連体や連音など他の学校と交流する機会がなくなることなどです。 

 

２ 親子で楽しめる屋内施設を造ろう 

雨の日や大雪の日、気温が高く暑い日などに遊べる屋内施設があるといいと思います。ま

た、小さい子から大きい子、大人まで、誰でも利用できる楽しい施設があると市外や県外か

らも人が集まり、大野市が活性化すると思います。 

そこで質問です。 

○大野市にこういう施設ができると、大野市に来る人が増えて大野市が良くなると思うの

ですが、これについてどう思いますか。 

また、大野市に親子で体験できたりする観光スポット施設を造るといいと思います。大野

市以外の所から来た人たちがもう一度来たい、ここで働きたいと思ってくれれば、大野にた

くさん人が来て人口が増えるかもしれません。また、いいＰＲになると思います。 

そこで質問です。 

○大野市は「これ！」という観光スポットや施設を造り、大野市をＰＲすればより良くな

ると思うのですが、これについてどう思いますか。 



目次－2 

子ども議員質問 ３番（小山小学校６年 千味遥人君）----- 8

１ 福井しあわせ元気国体・元気大会について 

今年は、福井しあわせ元気国体・しあわせ元気大会が開かれます。 

私たちの住む大野市でも競技として相撲、カヌー、自転車の３種目、公開競技としてパワ

ーリフティング、デモンストレーションスポーツとしてサイクリング、しあわせ元気大会で

はバレーボールが行われます。私たちは幾つかの競技を観戦することができ、今から楽しみ

です。 

そこで質問です。 

○国体に向けて、市民としてどんな取り組みをしますか。私たちの学校では昨年、三重県

の応援ののぼりを作ったり、今年の１学期には全校でメッセージカードを書いたりしま

した。 

この他に小学生ができる取り組みはありますか。 

○大野に多くの選手たちが来ます。大野に来てくれた選手たちに、大野の良さを紹介する

ＰＲ動画などはありますか。あるのなら一度見てみたいです。 

○また、国体後も大野に来てもらうために、福井の有名なおろしそばを食べてもらった

り、大野のおいしい水を渡したりしてみてはどうでしょうか。 

○最後に、市民の健康を増進するため公園を大きくしたり、気軽に運動できる場所を増や

してはどうでしょうか。いろいろな人が集まり、遊んだりして運動に親しむ人が増えて

いくと思います。 

 

 

子ども議員質問 ４番（有終南小学校６年 牧野芙南君）--- 10

１ 大野市の観光客を増やすことについて 

大野には、イトヨや大野城（天空の城）など、素晴らしいものがたくさんあります。 

ですが、私にはその大野の素晴らしいものが、市外の人にあまり知られていないと感じて

います。 

そこで質問します。 

○大野市では観光客を増やすために、イトヨや大野城のどんなＰＲをしていますか。私は

もっと大野市のことを市外の人に知ってもらいたいです。そのために、とってもかわい

くてみんながはまるＰＲキャラを作ってはどうでしょうか。そして大野市のことを知っ

ていいなと思い、住んでくれる人も出るのではないかなと思います。 

このことについて、大野市の意見をお聞かせください。 

 

２ 大野市の人口を増やすことについて 

大野市の人口はどんどん減ってきています。それは大野市の働く場所が少なくなってきて

いるというのも、理由の一つにあると思います。 

そこで提案します。 

○名水のアピールにもなるビール工場を造ってはどうでしょうか。飲料水メーカーをつく

ることで工場見学や工場で働く人が来て、観光客や人口の増加につながると思います。 
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○また、大野市として人口を増やすために工夫していることはありますか。 

  

２回目以降の質問 --------------------------------------- 12

  

子ども議員質問 ５番（阪谷小学校６年 高田秀洋君）----- 13

１ 大野市の財政について 

文化会館が建て替えられると聞きました。 

そこで質問です。 

○新しい施設を造るときには、誰が発案したり、設計したりするのですか。 

○お金はどのような財源から出されますか。 

○文化会館を建てる場所は、駐車場のスペースを考えると、今ある場所ではなく、別の場

所が良いと思います。 

このことについては、どう思いますか。 

 

２ 大野市の町おこしについて 

私たちは、授業で大野の水がきれいかどうかの調査をしました。とてもきれいだと分かりまし

た。大野の豊かな自然を守っていきたいと思いました。 

そこで質問です。 

○大野市として水をきれいに保つための取り組みをしていますか。 

またどのような活動ですか。 

○大野の自然を守る活動があったら教えてください。 

○どのようなまちおこしをしているのかにも興味を持ちました。市として行っているまちおこ

しはどのようなものがあるか、教えてください。 

 

子ども議員質問 ６番（下庄小学校６年 岡本夏実君）----- 15

１ 災害時の避難勧告について 

この前の西日本を中心とした豪雨では、各地で土砂災害や河川の氾濫が起き、広島、岡

山、愛媛などで多くの死者や行方不明者が出ました。一方で、早めに避難勧告が出されたこ

とによって、たくさんの命が助かりました。 

大野市でも、下庄地区の上中野や中津川で避難勧告が出され、災害が遠くの出来事ではな

いとあらためて感じました。 

そこで質問します。 

○避難勧告は、誰がどのようにして決めて、出しているのですか。 

○大野市全体が災害に遭った場合、約３万3,000人が避難できるだけの場所はあるのです

か。 
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２ 大野東インターチェンジの道の駅整備について 

大野市では、中部縦貫自動車道の開通に合わせ、大野東インターチェンジの近くに、新し

く道の駅ができると聞きました。私は時々、和泉地区の道の駅九頭竜に立ち寄ります。大き

な動く恐竜があったり、いろいろな食べ物や和泉地区で採れた野菜などを売ったりして、見

ているだけでとても楽しいです。福井県内だけでなく、県外からの観光客もたくさん訪れ

て、とてもにぎやかです。 

また、春は新緑、夏はキャンプ、秋は紅葉、冬はスキーと一年を通して楽しめる場所が近

くにあります。 

新しくできる道の駅も、県外だけでなく外国からもたくさんの人が訪れて、一年を通して

楽しめる大野市の良さをいっぱい知ることができる場所になってほしいです。 

そこで質問します。 

○新しい道の駅には、道の駅九頭竜の恐竜のような目立つものを作る予定はありますか。

私は、大野は御清水に代表されるように、水がきれいでおいしい所なので、水を利用し

たもの、例えば噴水を造るといいなと思います。夏は小さな子の遊び場になるし、夜に

ライトアップすればきれいです。 

○新しい道の駅ではどんな物を売る予定ですか。私は大野でしか食べられないような、大

野ならではの物を売ると良いと思います。例えば、夏なら半夏生さばを実際に焼きなが

ら売ると良いと思います。 

 

子ども議員質問 ７番（和泉小学校５年 村松吉郎君）----- 18

１ 通学路の安全対策について 

私たち和泉小学校の通学路で、最近、気になるものがあります。それは今にも崩れそうな

倉庫や空き家です。集団登校の集合場所近くや、道路のすぐ横などにもあります。家や道路

にも近いので、私たち小学生だけでなく、中学生や地域のお年寄りなど、道を歩く人にとっ

てとても危険だと思います。大きな地震や今年の２月のような大雪があると、ますます危険

になってしまうのではないかと心配しています。 

また、大野市内では中部縦貫道が整備され、いろいろな所で大きな工事が進んでいます。

和泉地区でも最近工事が増え、大きな工事車両が地区の中を走っています。私の家の前も、

大きいトラックが速いスピードで走っていきます。その道は通学路でもあり、30㌔㍍制限が

掛かっていますが、速いトラックが通るたびに怖い思いがします。 

そこで質問します。 

○地域の安全確保のために、危険な空き家や倉庫を壊したり、片付けたりできませんか。 

○速度制限だけでなく、標識を見やすくするなどの安全対策を考えていますか。 

 

２ 和泉地区の活性化について 

和泉地区は、山や川などの自然に恵まれたとても良い所なので、私は大人になってもここ

で生活したいと思います。でも、少し困ることがあります。それは日用品や食料品を買うこ

とができる商店がないことです。日用品を買うためには大野市内まで買いに出るしかありま
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せん。中部縦貫道が完成すれば近くなるかもしれませんが、それでも時間もかかるし、とて

も不便に感じます。 

そこで質問します。 

○和泉地区の不便さの解消のために、どのようなことを考えていますか。 

○コンビニやスーパーなどの商業施設を、和泉地区に誘致することはできませんか。 

 

子ども議員質問 ８番（有終西小学校６年 北野奉孝君）--- 21

１ 大野市の人口が減ることを、止めることについて 

最近、大野市の人口が減ることが問題になっています。私たちが通っている学校の近くで

は、空き家や空き地が目立っています。ということは、大野に住む人が減っているというこ

とが考えられます。実際、大野市の人口の移り変わりを調べてみると、1998年には41,856人

（現在の和泉地区も含める）、2008年には38,535人、2018年には33,735人となっていて、こ

こ10年間に約5,000人も大野から人が減っているということになります。 

このペースでどんどん減っていくと、いずれ市町村を合併したりして、大野市という名前

もなくなってしまうかもしれません。 

私は、自分が生まれ育った大野市という名前がなくなってしまうとしたら寂しいし、これ

からも大野市という名前が残ってほしいです。 

また、私の学校は６年生以外の学年は１クラスだけで、児童数も減っています。1998年に

は13クラスで351人いた児童数も、2008年には12クラスで251人、2018年には８クラスで177人

と、児童数については20年で約半分にまで減っている状態です。 

私は野球をしていますが、子どもが少なく、どのチームも学校単位でのチーム編成が難し

い状態です。私が所属している有終は、有終西小学校と乾側小学校の子どもたちで作られて

います。私たち６年生が卒団すると、団員は７人となるため、有終東小学校との合併の話も

出ています。小中学校の編成問題と同様、野球チームの編成も考えていかないといけなくな

ると思います。 

そこで、人口減少をくい止めるためには、私は企業誘致をして、働く場所を増やすといい

と思います。 

○市は人口を減らさないように、どんな努力をしようと考えていますか。 

 

子ども議員質問 ９番（富田小学校６年 野岸さくら君）--- 22

１ 大野の名水のＰＲについて 

大野の良いところは、水がおいしく、きれいなことだと思います。私は旅行に行って、い

ろいろな所で水を飲みますが、やっぱり大野の水はおいしいなと感じます。 

大野の名水をＰＲするために、みずのめぐみんというキャラクターが作られたのは、とて

もいいことだと思います。でも、もっと日本全国の人に大野の水のことを知ってもらいたい

と思います。 

ここで質問です。 

○大野の名水をＰＲする取り組みとして、他に何かしていますか。 
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また今後、何か予定はありますか。 

 

２ 大野の名水を守る取り組みについて 

私は、大野の地下水が昔と比べて減っていると聞いています。この後、だんだん減ってい

くと思うと心配です。 

そこで質問です。 

○地下水を守る取り組みを市として、何か行っていますか。 

 

子ども議員質問 10番（乾側小学校６年 高村このみ君）--- 24

１ 外来種への対策について 

大野市は、山に囲まれていて緑が多く、自然が豊かだと思います。その中には、たくさん

の生き物がいます。 

昨年、総合の学習で乾側地区を流れる日詰川の支流で生き物調査をしました。調べた生き

物の中には、ドジョウなどの絶滅危惧種に当たる在来種がいました。そして小魚や魚の卵、

水草を食べるブルーギルなどの外来種もいました。 

そこで質問します。 

○昔と変わらない大野の自然を、外来種から守る取り組みをしていますか。 

○しているのであれば、どのような取り組みをしているのか教えてください。 

○していないのであれば、なぜしないのですか。した方が良いと思うのですが。 

 

子ども議員質問 １番（上庄小学校６年 白﨑愛唯君）----- 26

１ 大野市のマスコットキャラクターについて 

大野市には、いろんなマスコットキャラクターがいます。 

私が知っているマスコットキャラクターは、市のキャラクター、うぐピー、うめピー、ゆ

いピー、かめじろう、みずのめぐみん、でかでっちくん、上庄地区の麻那姫のキャラクタ

ー、まなちゃんです。 

キャラクターがたくさんいると、いいことがたくさんあります。例えば、うぐピー、うめ

ピー、ゆいピーは、大野市の鳥ウグイスをモチーフにしたキャラクターなので、ウグイスを

アピールできます。このように、キャラクターを通して大野の有名なものをアピールできま

す。 

私はいろんなキャラクターを知っていますが、大野市民の中には知らない人もまだまだい

ると思います。なので、もっともっとアピールしていってほしいです。 

○そこで簡単に楽しくマスコットキャラクターに親しめるよう、そして楽しく大野につい

て知れるよう、絵描き歌を作るといいと思うのですが、そのような活動を市ではどのよ

うに行っていますか。 

 

２ マスコットを活用したイベントの開催 

今、おおの城まつりでは、いろんなステージイベントが開催されています。しかし、その
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ステージイベントにマスコットキャラクターが出演しているのを見たことがありません。せ

っかくいる大野特有のキャラクターなのに、大野市の大イベントに出演しないのはもったい

ないと思います。 

○例えば、おおの城まつりのステージイベントとして、大野市中のマスコットを集めてゲ

ーム大会を開催するというのはどうでしょうか。 

マスコットキャラクターが参戦するゲーム大会には、見ている子どもも大人もお年寄り

も参戦できるようにすれば、みんなが楽しめる良いイベントになると思います。 

○ところで今、おおの城まつりのイベントの中で、マスコットキャラクターが参加してい

るイベント、又は参加を予定しているイベントは何かありますか。 

 

大野市議会議長講評-------------------------------------- 28
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午後２時00分  開 議 

 

 

１．議 事 日 程 

・大野市民憲章の唱和 

・大野市教育理念の唱和 

第１．議席の指定 

第２．会議録署名議員の指名 

第３．会期の決定 

第４．大野市長あいさつ 

第５．子ども議員質問 

第６．大野市議会議長講評 

 

 

２．出 席 議 員（１０名） 

１番 白 﨑 愛 唯 君 ２番 松 田   花 君 

３番 千 味 遥 人 君 ４番 牧 野 芙 南 君 

５番 高 田 秀 洋 君 ６番 岡 本 夏 実 君 

７番 村 松 吉 郎 君 ８番 北 野 奉 孝 君 

９番 野 岸 さくら 君 １０番 高 村 このみ 君 

 

 

３．説明のため出席した者の職・氏名 

市 長 石 山  志 保  君 副 市 長 田 中  雄一郎  君 

教 育 長 久 保  俊 岳  君 
企 画 総 務 

部 長 
畑 中  六太郎  君 

政 策 局 長 清 水  啓 司  君 
民 生 環 境 

部 長 
坂 井  八千代  君 

産 経 建 設 

部 長 
朝 日  俊 雄  君 

教育委員会 

事 務 局 長 
山 田  靖 子  君 
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消 防 長 松 本  耕 治  君 財 政 課 長 吉 田  克 弥  君 

 

 

４．出席したオブザーバーの職・氏名 

大野市議会 

議   長 
山 崎  利 昭  君 

大野市議会 

副 議 長  
廣 田  憲 徳  君 

大野市議会 

議   員 
榮    正 夫  君 

大野市議会 

議   員 
砂 子  三 郎  君 

大野市議会 

議   員 
畑 中  章 男  君 

大野市議会 

議   員 
兼 井    大  君 

大野市議会 

議   員 
島 口  敏 榮  君 

大野市議会 

議   員 
髙 岡  和 行  君 

大野市議会 

議   員 
松 原  啓 治  君 

大野市議会 

議   員 
藤 堂  勝 義  君 

大野市議会 

議   員 
宮 澤  秀 樹  君 

大野市議会 

議   員 
川 端  義 秀  君 

大野市議会 

議   員 
梅 林  厚 子  君 

大野市議会 

議   員 
永 田  正 幸  君 

大野市議会 

議   員 
松 田  元 栄  君 

大野市議会 

議   員 
野 村  勝 人  君 

大野市議会 

議   員 
堀 田  昭 一  君   

 

 

５．事務局職員出席者 

局 長 岸 田  尚 悟 次 長 川 端  秀 和 

次 長 補 佐 多 田  桂 子 企 画 主 査 松 川    正 
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６．議事 

（午後２時00分 開議） 

 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

皆さん、こんにちは。 

これから、第４回子ども議会が開会される

わけでございますが、その前に本日ご出席の

皆さまをご紹介させていただきます。 

まず子ども議員を、紹介いたします。 

上庄小学校６年 白﨑愛唯さん。 

（白﨑愛唯君 起立、礼） 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

有終東小学校６年 松田 花さん。 

（松田 花君 起立、礼） 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

小山小学校６年 千味遥人さん。 

（千味遥人君 起立、礼） 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

有終南小学校６年 牧野芙南さん。 

（牧野芙南君 起立、礼） 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

阪谷小学校６年 高田秀洋さん。 

（高田秀洋君 起立、礼） 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

下庄小学校６年 岡本夏実さん。 

（岡本夏実君 起立、礼） 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

和泉小学校５年 村松吉郎さん。 

（村松吉郎君 起立、礼） 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

有終西小学校６年 北野奉孝さん。 

（北野奉孝君 起立、礼） 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

富田小学校６年 野岸さくらさん。 

（野岸さくら君 起立、礼） 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

乾側小学校６年 高村このみさん。 

（高村このみ君 起立、礼） 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

次に、答弁のために出席しています理事者

の皆さんをご紹介いたします。 

石山志保市長。 

田中雄一郎副市長。 

久保俊岳教育長。 

畑中六太郎企画総務部長。 

清水啓司政策局長。 

山田靖子教育委員会事務局長。 

坂井八千代民生環境部長。 

朝日俊雄産経建設部長。 

松本耕治消防長。 

吉田克弥財政課長。 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

次に、オブザーバーとして出席の、大野 

市議会議員を紹介いたします。 

山崎利昭議長。 

廣田憲徳副議長。 

榮 正夫議員。 

砂子三郎議員。 

畑中章男議員。 

兼井 大議員。 

島口敏榮議員。 

髙岡和行議員。 

松原啓治議員。 

藤堂勝義議員。 

宮澤秀樹議員。 

川端義秀議員。 

梅林厚子議員。 

永田正幸議員。 

松田元栄議員。 

野村勝人議員。 

堀田昭一議員。 

○議会事務局長（岸田尚悟君） 

以上で出席者の紹介を終わります。 

それでは、子ども議会議長の白﨑さんは、

議長席に着席ください。 

（議長 白﨑愛唯君 着席） 
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○議長（白﨑愛唯君） 

皆さん、こんにちは。 

私は、本日の議長を務めさせていただきま

す上庄小学校６年、白﨑愛唯です。 

どうぞよろしくお願いします。 

初めに、大野市民憲章と大野市教育理念を

唱和しますので、皆さんお立ちください。 

（全員起立） 

○議長（白﨑愛唯君） 

野岸さくらさん、高村このみさんは、議長

の前の壇上にお願いします。 

（野岸さくら君 登壇） 

○議長（白﨑愛唯君） 

最初に、大野市民憲章を唱和します。 

富田小学校６年、野岸さくらさんの後に続

いて唱和してください。 

野岸さん、お願いします。 

○９番（野岸さくら君） 

大野市民憲章。 

九頭竜川の上流にある大野は、清らかな水

と空気に恵まれ、緑豊かな自然にはぐくまれ

てきました。 

純朴さの中にも幕末の大野丸に象徴される

進取の気象と、雪国特有のねばり強さとで、

今日の繁栄を築いてきました。 

私たちは、美しい自然と輝かしい伝統を受

け継ぎ、住みよく生きがいのあるまちづくり

を目指して、市民憲章を定めます。 

一つ、みずみずしさあふれるまちに。 

○全員 

私たちは、美しい自然を守り、豊かな郷土

をつくります。 

○９番（野岸さくら君） 

一つ、小さな芽が伸びるまちに。 

○全員 

私たちは、伝統を受け継ぎ、新しい文化を

育てます。 

○９番（野岸さくら君） 

一つ、大きくはばたくまちに。 

○全員 

私たちは、働くことに喜びを持ち、郷土の

発展につとめます。 

○９番（野岸さくら君） 

一つ、あたたかい心のかようまちに。 

○全員 

私たちは、健康で幸せな家庭をつくり、親

切の輪を広げます。 

○９番（野岸さくら君） 

一つ、明るくやすらぎのあるまちに。 

○全員 

私たちは、まちづくりに進んで参加し、住

みよいまちを築きます。 

（高村このみ君 登壇） 

○議長（白﨑愛唯君） 

次に、大野市教育理念を唱和します。 

乾側小学校６年、高村このみさんの後に続

いて唱和してください。 

高村さん、お願いします。 

○10番（高村このみ君） 

大野市教育理念。 

「明倫の心を重んじ 育てよう 大野人」 

○全員 

人としての生きる道を明らかにし、進取の

気象を育てた明倫の心は、いつの時代におい

ても変わらない大野の学びの原点です。 

私たちは、この心を大切にして、優しく、

賢く、たくましい大野人になるため、学び、

育てることに努めていきます。 

○議長（白﨑愛唯君） 

皆さん、お座りください。 

（全員着席） 

○議長（白﨑愛唯君） 

これより、平成30年８月第４回大野市子ど

も議会を開会します。 

本日の議事日程は、皆さんにお配りしたと

おりです。 
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ただちに本日の会議を開きます。 

これより日程に入ります。 

日程第１「議席の指定」を行います。 

議席については、既にくじにより決定して

おりますので、議長の私が読み上げます。 

２番 有終東小学校６年、松田 花さん。 

３番 小山小学校６年、千味遥人さん。 

４番 有終南小学校６年、牧野芙南さん。 

５番 阪谷小学校６年、高田秀洋さん。 

６番 下庄小学校６年、岡本夏実さん。 

７番 和泉小学校５年、村松吉郎さん。 

８番 有終西小学校６年、北野奉孝さん。 

９番 富田小学校６年、野岸さくらさん。 

10番 乾側小学校６年、高村このみさん。 

そして１番、私、 

上庄小学校６年、白﨑愛唯をそれぞれ指定

いたします。 

日程第２「会議録署名議員の指名」を行い

ます。 

会議録署名議員は、議長の私が 

２番 松田 花さん、 

３番 千味遥人さん 

のお二人を指名します。 

日程第３「会期の決定」を行います。 

この子ども議会の会期は、本日１日とした

いと思います。 

この決定は、電子採決で行います。 

電子採決の準備をお願いします。 

（議会事務局、電子採決の準備） 

○議長（白﨑愛唯君） 

会期を本日１日とすることに賛成の人は、

賛成ボタンを押してください。 

（各議員 表決） 

○議長（白﨑愛唯君） 

確定いたします。 

（採決集計 賛成９人 反対ゼロ人） 

○議長（白﨑愛唯君） 

全員賛成です。 

よって、会期は本日１日と決定しました。 

日程第４、大野市長よりごあいさつをいた

だきます。 

大野市長、石山志保さん。 

（市長 石山志保君 登壇） 

○市長（石山志保君） 

皆さん、こんにちは。 

私は、大野市長の石山志保です。 

今回で４回目となる大野市子ども議会は、

将来の大野市を担う皆さんが、日ごろから疑

問に感じていることや、大野市の将来につい

て質問や提案をすることで、市役所の仕事や

議会の仕組みを理解してもらうとともに、大

野に愛着を持って、将来も住み続けたいと思

ってもらえるように開催するものです。 

今日は、市内の小学校から10人の皆さんに、

子ども議員として出席していただきました。 

私は、これから皆さんと大野市が良くなる

ために、話し合いができることがうれしく、

とてもわくわくしています。 

今、皆さんがいらっしゃるこの場所は、議

場といいます。 

この議場は、皆さんが安全で安心に暮らし、

また大野市が発展を続けられるように、いろ

いろなことを話し合い、そして今後の大野市

のことを決めるとても大切な場所です。 

皆さんは、将来、大野市がどんなまちにな

ったらいいと考えていますか。 

私は、先月、市長になったばかりです。 

皆さんが大好きな自然がいっぱいのこの大

野を、もっとたくさんの人に好きになっても

らいたい、大野を好きな仲間を増やしたいと

いう思いで市長になりました。 

今日は、皆さんのいろいろな質問に一所懸

命答えて、皆さんと一緒に大野市のことを考

えたいと思っています。 

ここから皆さんのお顔を拝見しますと、こ

れから開催する子ども議会に対する強い意欲
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と熱意が伝わってきて、そしてちょっぴり緊

張していて、大変楽しみに、そして頼もしく

思っているところです。 

この広い議場で、大勢の人の前で話すのは、

とても緊張するかもしれませんが、自信を持

って、ゆっくり、元気よく質問をしてくださ

い。 

○議長（白﨑愛唯君） 

日程第５「子ども議員質問」を行います。 

松田 花さんは、質問席へお願いします。 

（２番 松田 花君 質問席へ移動） 

○議長（白﨑愛唯君） 

最初に、２番、有終東小学校６年、松田 

花さんが質問を行います。 

（２番 松田 花君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

松田さん。 

○２番（松田 花君） 

私は二つ質問をします。 

一つ目は、学校再編についてです。 

小学校を二つ、中学校を一つにするという

話が出ています。 

それについての意見はさまざまです。 

そこで、質問です。 

この再編について、大野市の考えを教えて

ください。 

メリットとデメリットは何ですか。 

また、デメリットはどのようにすれば克服

できますか。 

私が考えるメリットは、学校内で競争がで

きる、友達が増えるなどで、デメリットは、

登下校が大変、連体や連音など、ほかの学校

と交流する機会がなくなることなどです。 

二つ目の質問は、親子で楽しめる屋内施設

を造ろうです。 

雨の日や大雪の日、気温が高く暑い日に遊

べる屋内施設があるといいと思います。 

また、小さい子から大きい子、大人まで、

誰でも利用できる楽しい施設があると、市外

や県外からも人が集まり、大野市が活性化す

ると思います。 

そこで、質問です。 

大野市にこういう施設ができると、大野市

に来る人が増えて、大野市が良くなると思う

のですが、これについてどう思いますか。 

また、大野市に親子で体験できたりする観

光スポットや施設を造るといいと思います。 

大野市以外の所から来た人たちがもう一度

来たい、ここで働きたいと思ってくれれば、

大野にたくさん人が来て人口が増えるかもし

れません。 

また、いいＰＲになると思います。 

そこで、質問です。 

大野市はこれという観光スポットや施設を

造り、大野市をＰＲすればより良くなると思

うのですが、これについてどう思いますか。 

これで質問を終わります。 

○議長（白﨑愛唯君） 

松田さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

（市長 石山志保君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

市長、石山さん。 

（市長 石山志保君 答弁席へ移動） 

○市長（石山志保君） 

松田議員のご質問にお答えします。 

大野市教育委員会では、大野市の少子化が

進んでいる状況の中、将来を担う子どもたち

により良い教育環境を提供していくことを考

えて、平成29年１月に大野市小中学校再編計

画を作りました。 

この計画は、いろいろな個性を持った子ど

もたち同士がお互いに磨き合い、そして高め

合えるような人数の学校にするために、平成

35年に中学校５校を１校に、平成38年に小学

校10校を２校に再編していくこととしていま
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す。 

しかし、今年の７月に私が市長になるとき

に、地域の方々から、再編計画を作るのを急

ぎ過ぎたのではないかという意見をお聞きし、

この計画の見直しが必要であると考えていま

す。 

私は、これからも子どもが減り続けていく

と予想されている中、学校再編は必要と考え

ています。 

学校を再編していくメリットには、松田議

員が述べられた「たくさん友達ができる」

「競争ができる」以外にも「体育でチームを

いくつも作って対戦できる」「話し合いや活

動を協力しながら進め、お互いの良さを知る

ことができる」「さまざまなクラブや部活動

の中から、選ぶことができる」などが考えら

れます。 

また、デメリットには、松田議員が述べら

れたことなどが考えられますから、教育委員

会には、登下校に負担が掛からないようスク

ールバスを配置したり、教職員や学習を支援

する結の故郷支援員などをできるだけ多く配

置したりして、子どもたちが勉強やいろいろ

な活動がしやすくなるよう、工夫していただ

きたいと思います。 

次に「親子で楽しめる屋内施設」について

お答えします。 

初めに、雨の日や大雪の日、夏の暑い日な

どに遊べる屋内施設があると良いというご意

見についてですが、今年の夏は、これまでに

経験したことがない猛暑が続き、特に屋外で

の活動には注意が必要になっています。 

また、今年の冬は37年ぶりの大雪のため、

小中学校が休業になるなど、外出するのも大

変な日が続きましたので、小学生の皆さんは、

天候に左右されずに遊ぶことができる場所が

あったらいいと思われたのではないかと思い

ます。 

大野市には、屋外の活動ができないときに、

皆さんが利用できる身近な施設として児童館

があります。 

また、本願清水イトヨの里や歴史博物館、

図書館などでは、大野の自然や歴史について

楽しく学ぶことができますので、ぜひ利用し

てみてください。 

県内には、天候が悪くても、子どもから大

人まで楽しく利用できる施設として、例えば

坂井市にある福井県児童科学館エンゼルラン

ドふくいがありますが、松田議員もエンゼル

ランドのような施設が大野市にあると良いと

のご意見かと思います。 

今のところ、エンゼルランドのような施設

を造る予定はありませんけれども、大野市の

自然や特色を生かした子どもも大人も楽しく

利用できる施設があります。 

そこで次に、親子で体験できる観光スポッ

トについてお答えします。 

大野市で体験できる観光スポットとして、

キャンプやスキーなどのアウトドアを楽しめ

る施設があります。 

特にスキーは、今年の春に北陸三県で唯一

の雪のない時期でも滑ることができる人工ゲ

レンデが、南六呂師にオープンしました。 

夏休み期間から10月８日までの土、日曜日

と祝日に営業していますが、そのほかの日に

つきましても、事前に予約をすれば利用する

ことができます。 

また、昨年秋には和泉地区に大野市化石発

掘体験センター「ホロッサ」がオープンしま

した。 

この施設は、今から４億年以上前の古生代

から１億3,000万年前の白亜紀前期の地層の

岩石をハンマーで叩いて発掘する施設で、全

国的に数少ない恐竜の化石も発見できる可能

性のある施設で、いずれも貴重な体験ができ

ます。 
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そのほか、南六呂師では日本一星空がきれ

いと認定された、星空を生かした天体観測と

合わせた体験メニューなどを作る予定です。 

このように、大野市にも親子で楽しめる施

設や体験メニューが増えてきていますので、

これらの施設や体験をさらにＰＲし、多くの

方に来てもらえるように取り組んでいきたい

と思います。 

（２番 松田 花君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

松田さん。 

○２番（松田 花君） 

これで質問を終わります。 

○議長（白﨑愛唯君） 

以上で松田 花さんの質問を終わります。 

松田さんは、自分の席に戻ってください。 

千味遥人さんは、質問席へお願いします。 

（３番 千味遥人君 質問席へ移動） 

○議長（白﨑愛唯君） 

次に、３番、小山小学校６年、千味遥人さ

んが質問を行います。 

（３番 千味遥人君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

千味さん。 

○３番（千味遥人君） 

福井しあわせ元気国体・元気大会について

質問をします。 

今年は、福井しあわせ元気国体・しあわせ

元気大会が開かれます。 

私たちの住む大野市でも競技として相撲、

カヌー、自転車の３種目、公開競技としてパ

ワーリフティング、デモンストレーションス

ポーツとしてサイクリング、しあわせ元気大

会ではバレーボールが行われます。 

私たちは、幾つかの競技を観戦することが

でき、今から楽しみです。 

そこで、質問です。 

国体に向けて、市民としてどんな取り組み

をしますか。 

私たちの学校では昨年、三重県の応援のの

ぼりを作ったり、今年の１学期には全校でメ

ッセージカードを書いたりしました。 

このほかに、小学生ができる取り組みはあ

りますか。 

大野に多くの選手たちが来ます。 

大野に来てくれた選手たちに、大野の良さ

を紹介するＰＲ動画などはありますか。 

あるのなら一度見てみたいです。 

また、国体後も大野に来てもらうために、

福井の有名なおろしそばを食べてもらったり、

大野のおいしい水を渡したりしてみてはどう

でしょうか。 

最後に、市民の健康を増進するため、公園

を大きくしたり、気軽に運動ができる場所を

増やしてはどうでしょうか。 

いろいろな人が集まり、遊んだりして運動

に親しむ人が増えていくと思います。 

これで質問を終わります。 

○議長（白﨑愛唯君） 

千味さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

（市長 石山志保君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

市長、石山さん。 

（市長 石山志保君 答弁席へ移動） 

○市長（石山志保君） 

千味議員のご質問にお答えします。 

福井しあわせ元気国体は、大野市でデモン

ストレーションスポーツのサイクリング、公

開競技のパワーリフティング、９月29日から

10月８日まで自転車ロードレース、相撲、カ

ヌースラローム・ワイルドウォーターの三つ

の正式競技が開催され、また元気大会は、10

月13日と14日に、聴覚に障害のある方を対象

としたバレーボール競技が開催されます。 

これらの大会の開催では、市民一人一人が
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おもてなしの心を持って来場者をお迎えし、

皆さんに満足していただける魅力あふれる大

会になるよう準備を進めています。 

まず国体に向けての市民の取り組みについ

てお答えします。 

市民の皆さんには、花の苗から育てていた

だいたプランターの花を競技会場や主な道路

などに並べ、大野市を訪れる方々をお迎えす

る花いっぱい運動にご協力いただいており、

またボランティアとして競技の補助や競技会

場の美化、選手の受け付けなどのお手伝いに

参加していただくことになっています。 

そして大野市内では、飾り付けやはぴねす

ダンスなどの取り組みがされています。 

市内の福祉施設などが、はぴりゅうの飾り

を作り、市役所や銀行などの窓口に飾ったり、

上庄地区では、はぴりゅうの形に見えるよう

稲を育てる田んぼdeアートという活動がされ

たりしています。 

また、先日のおおの城まつりでは、はぴね

すダンスやはぴねす音頭が踊られました。 

はぴねすダンスは、ふるさと芸能発表会で、

県のコンテストに入賞した有終南小学校の皆

さんにより披露されたほか、多くの市民が六

間通りではぴねす音頭を踊りました。 

さらにはぴねすダンスは、市小学校連合体

育大会の開会式や各種イベントなどでも披露

されるとお聞きしています。 

次に、小学生の皆さんの取り組みについて

お答えします。 

これまで小学生の皆さんには、ポスターコ

ンクールへの参加、のぼり旗のデザイン、メ

ッセージカードの作製を行っていただき、ま

た学校で花の苗を育てていただいています。 

また、先日の大花火大会では、オリンピッ

クの聖火に当たる、大野市の火を起こす炬火

（きょか）イベントに参加していただきました。 

さらに９月２日には、美化活動としてスポ

ーツ少年団の皆さんに参加していただき、大

野のシンボルといえる大野城亀山周辺や和泉

地区のカヌーコース周辺をきれいにして選手

をお迎えしたいと考えています。 

次に、大野の良さを紹介するＰＲ動画につ

いてお答えします。 

大野市には、結の故郷越前おおのというタ

イトルのＰＲ動画があり、インターネットの

動画サイトからも見ることができます。 

元気国体では、競技会場に設置するモニタ

ーで放映し、観光スポットや歴史、おいしい

食べ物など、大野の魅力を伝えていきます。 

次に、国体後も大野に来てもらうための取

り組みについてお答えします。 

全国から大野を訪れる選手に大野の良さを

知ってもらおうと、観光スポットやおいしい

そばの魅力を紹介するパンフレットなどと合

わせて、学校で作っていただいたメッセージ

カードを添えて、ペットボトルに入った大野

の水や大野のサトイモのお菓子を配ります。 

そして競技会場では、おろしそばやとんち

ゃん、のっぺい汁、マイタケ料理など、大野

のおいしい食べ物を市内の団体の協力を得て、

振る舞うこととしています。 

小学生の皆さんには、学校の授業として観

戦していただくこととしていますが、お休み

の日にもぜひ競技会場に来て応援していただ

き、大会を盛り上げていただきたいと思いま

す。 

次に、公園を大きくしたり、気軽に運動で

きる場所を増やしたりすることについてお答

えします。 

気軽に運動できるスポーツ施設としては、

エキサイト広場、明治公園テニス場、Ｂ＆Ｇ

海洋センター、真名川憩いの島や、和泉地区

の和泉グラウンドなどがあります。 

また、市内各小中学校の体育館やグラウン

ドも、夜間や休日など、学校が使わない時間
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は、市民の皆さんに利用していただいていま

す。 

なお千味議員のお住まいの小山地区には、

気軽に運動できる場所として小山小学校の体

育館とグラウンドがあるほか、近くには奥越

ふれあい公園もあります。 

ここは、陸上競技場と公園施設となってお

り、公園施設は申し込みも不要で、ジョギン

グや散歩など、いつでも無料で気軽にご利用

いただけます。 

市民の健康を増進するというとても良いご

提案です。 

市では、今あるものを大切にし、計画的な

施設の修繕やスポーツ備品の導入を行いなが

ら、市民の方にもっと利用してもらえるよう

にしていこうと考えています。 

（３番 千味遥人君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

千味さん。 

○３番（千味遥人君） 

これで質問を終わります。 

○議長（白﨑愛唯君） 

以上で千味遥人さんの質問を終わります。 

千味さんは、自分の席に戻ってください。 

牧野芙南さんは、質問席へお願いします。 

（４番 牧野芙南君 質問席へ移動） 

○議長（白﨑愛唯君） 

次に、４番、有終南小学校６年、牧野芙南

さんが質問を行います。 

（４番 牧野芙南君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

牧野さん。 

○４番（牧野芙南君） 

私は、質問を二つします。 

一つ目は、大野市の観光客を増やすことに

ついてです。 

大野には、イトヨや大野城など、素晴らし

いものがたくさんあります。 

ですが私には、その大野の素晴らしいもの

が市外の人にあまり知られていないと感じて

います。 

そこで、質問します。 

大野市では観光客を増やすために、イトヨ

や大野城のどんなＰＲをしていますか。 

私は、もっと大野のことを市外の人に知っ

てもらいたいです。 

そのために、とってもかわいくてみんなが

はまるＰＲキャラを作ってはどうでしょうか。 

そして大野市のことを知って、いいなと思

い、住んでくれる人も出るのではないかなと

思います。 

二つ目は、大野市の人口を増やすことにつ

いてです。 

大野市の人口は、どんどん減ってきていま

す。 

それは大野市の働く場所が少なくなってき

ているというのも、理由の一つにあると思い

ます。 

そこで、提案します。 

名水のアピールにもなるビール工場を造っ

てはどうでしょうか。 

飲料水メーカーをつくることで、工場見学

や工場で働く人が来て、観光客や人口の増加

につながると思います。 

また、大野市として人口を増やすために工

夫していることはありますか。 

これで終わります。 

○議長（白﨑愛唯君） 

牧野さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

（市長 石山志保君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

市長、石山さん。 

（市長 石山志保君 答弁席へ移動） 

○市長（石山志保君） 

牧野議員のご質問にお答えします。 
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まず「大野市の観光客を増やすこと」につ

いてのうち、観光客を増やすために、イトヨ

や大野城のどんなＰＲをしているのかについ

てお答えします。 

越前大野城は、天空の城がテレビなどで取

り上げられたことをきっかけに、多くの観光

客が訪れるようになりました。 

その効果もあり、越前大野城を含む大野市

を訪れる観光客は、３年連続で200万人を超

えています。 

越前大野城のＰＲは、現在、大野市のホー

ムページで紹介しているほか、観光パンフレ

ットなどに載せて、県内外の観光拠点や旅行

会社に配っています。 

また、平成28年度に作製した冬の越前大野

城を撮影したポスターが、日本観光コンクー

ルのオンライン投票で全国１位に選ばれてい

ます。 

さらに多くの人に越前大野城を訪れてもら

えるように、現在、越前大野城では中部地方

の有名な城を巡る日本どまんなかお城スタン

プラリーや、日本城郭協会の日本100名城ス

タンプラリーなど、近くの市町村や関係する

団体と協力していろいろなスタンプラリーを

行っています。 

また、城まつりの期間には、市民や帰省し

た人などに気軽に入館してもらえるよう入館

料を無料にしました。 

次に、イトヨのＰＲについて申し上げます。 

牧野議員の居る有終南小学校の皆さんには、

毎年、イトヨの里を応援してもらっています。 

今年は、イトヨの里に行こうと書いた大き

な横断幕を作ってもらいました。 

ありがとうございます。 

この横断幕も活用して、イトヨをＰＲして

いきます。 

イトヨのＰＲは、イトヨが生息できる大野

市の水環境や水を守ってきた歴史をＰＲする

ことです。 

大野市では、ホームページなどで大野の水

を発信するとともに、イベントなどでの市外

の方への名水の振る舞いや、水への恩返しの

取り組みなどを通して、さまざまな形で全国

に向けて、大野の水をＰＲしています。 

次に、イトヨの観察施設である本願清水イ

トヨの里のＰＲについて申し上げます。 

大野市の観光パンフレットに掲載するほか、

市内のほかの博物館と共同で、ポスターやチ

ラシを作ってＰＲしています。 

現在は、大野と日本各地の天然記念物展を

開催していますので、チラシを作り、九頭竜

道の駅などにも置いています。 

また、市外の小学生が遠足で来たときや、

イトヨの仲間を研究する人の集まりなどを使

って、イトヨの里の魅力をＰＲし、家族や友

達と来てもらえるようお願いをしています。 

次に、かわいくて、みんながはまるＰＲキ

ャラについてお答えします。 

大野市には、うぐピーやうめピー、かめじ

ろう、みずのめぐみんなど、かわいくて、大

野市の皆さんに愛されているキャラクターが

います。 

私もとりわけ、かめじろうを気に入ってい

ます。 

また上庄地区には、昔から伝わる麻那姫伝

説の中で、大干ばつから農民を救った麻那姫

をイメージした麻那ちゃん、阪谷地区には、

経ケ岳をイメージした頭巾に阪谷地区で栽培

が盛んなヒマワリを頭に付け、手には安全な

野菜の入ったかごを持っているさかずきんち

ゃんがおり、それぞれ地区のイベントで活躍

しています。 

今は、これらの活躍中のキャラクターをも

っとたくさんの人に知ってもらえるようにす

ることが大事だと考えています。 

うぐぴーやうめピーがどうやったらスター
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になれるのか、牧野議員も一緒に考えてくれ

たらうれしいです。 

次に「大野市の人口を増やすこと」につい

てのうち、名水のアピールのために、ビール

工場を造ってはについてお答えします。 

牧野議員からご提案のありました名水のア

ピールにもなるビール工場を造ってはとのご

意見ですが、水への恩返しキャリングウォー

タープロジェクトを通じて、大野市に関心を

持ってくれる会社の中には、飲料水メーカー

もあります。 

もし、実際に工場ができれば、工場で働い

たり工場を見学したりするために、大野市に

訪れる人が増えることが期待されますので、

これからもビールなどの工場を大野に造って

もらえるよう取り組んでいきます。 

次に、大野市の人口を増やすために工夫し

ていることはについてお答えします。 

大野市では、1980年に約４万3,000人いた

人口が、35年間で約１万人減少しました。 

このまま何もしないでいると、2040年には

約２万1,000人まで人口が減るといわれてい

ます。 

そこで、大野市では平成27年に大野市人口

ビジョンと大野市総合戦略を作り、2040年に

２万7,000人の人口を保つことを目標にして

います。 

この目標を達成するために、働く場所を作

ったり、観光客を増やしたり、結婚や子育て

を応援したり、皆さんが子どもを産みやすい

地域づくりをしています。 

大野市総合戦略の中で重要な取り組みを、

幾つかご紹介します。 

まずは大野市を通り、福井市から長野県松

本市までを結ぶ自動車専用の中部縦貫自動車

道と、大野市の観光情報をＰＲしたり、特産

品を売ったりする道の駅を造ることです。 

新しい道路が完成することで、大野市の外

や福井県の外のまちとも、短い時間で行き来

することができるようになりますので、多く

の人が観光で大野市を訪れて、活気のあるま

ちになることが期待できます。 

中部縦貫自動車道の近くには、大きな工場

などに来てもらうための産業団地も造ること

で、大野市内で働ける場所を増やし、若い人

たちが大野市に住み続けられることを目指し

ます。 

また、若い人に大野市で住み続けてもらっ

たり、大野市に帰ってきてもらったりするた

めに、市内の高校生の皆さんに、大野で頑張

っている大人と交流してもらい、大野の良さ

を知ってもらう活動をしています。 

いつか大野に帰ってきてほしいというメッ

セージを歌にして、高校の卒業式で、卒業生

に向けて保護者の皆さんが歌う取り組みも行

っています。 

さらには、大野市内で働く若者や、結婚や

子育てをする夫婦を応援しています。 

このほかにも、大野市ではいろいろな取り

組みを行っていますが、人口の減少は日本全

国で起こっている問題なので、簡単に人口を

増やすことはできません。 

しかし、人口減少を少しでも食い止め、皆

さんが希望を持って大野市で生活していける

ように、これからもまちづくりに取り組んで

いきます。 

（４番 牧野芙南君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

牧野さん。 

○４番（牧野芙南君） 

再質問をします。 

確かに、大野城やイトヨについてＰＲをし

ていると思いますが、だけどまだ、ＰＲの仕

方が弱いと思います。 

できれば、ＰＲキャラの商品化をし、若者

に人気のあるエルパや西武での販売をするの



-  13  - 

も良いでしょう。 

やるなら、もっと大野市全体で徹底的に取

り組むのを望みます。 

終わります。 

（産経建設部長 朝日俊雄君 「議長」と

呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

朝日さん。 

○産経建設部長（朝日俊雄君） 

さらなる大野市のＰＲのために、キャラク

ターを商品化することも、今後、検討してま

いりたいと思います。 

（質問時間が終了する） 

○議長（白﨑愛唯君） 

以上で牧野芙南さんの質問を終わります。 

牧野さんは、自分の席に戻ってください。 

高田秀洋さんは、質問席へお願いします。 

（５番 高田秀洋君 質問席へ移動） 

○議長（白﨑愛唯君） 

次に、５番、阪谷小学校６年、高田秀洋さ

んが質問を行います。 

（５番 高田秀洋君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

高田さん。 

○５番（高田秀洋君） 

私は、二つ質問をします。 

一つ目は、大野市の財政についてです。 

文化会館が建て替えられると聞きました。 

そこで、質問です。 

新しい施設を造るときには、だれが発案し

たり、設計したりするのですか。 

お金は、どのような財源から出されますか。 

文化会館を建てる場所は、駐車場のスペー

スを考えると、今ある場所ではなく、別の場

所が良いと思います。 

このことについては、どう思いますか。 

二つ目の質問は、大野市のまちおこしにつ

いてです。 

私たちは、授業で大野の水がきれいかどう

かの調査をしました。 

とてもきれいだと分かりました。 

大野の豊かな自然を守っていきたいと思い

ました。 

そこで、質問です。 

大野市として水をきれいに保つための取り

組みをしていますか。 

またどのような活動ですか。 

大野の自然を守る活動があったら教えてく

ださい。 

どのようなまちおこしをしているのかにも

興味を持ちました。 

市として行っているまちおこしは、どのよ

うなものがあるか教えてください。 

○議長（白﨑愛唯君） 

高田さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

（市長 石山志保君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

市長、石山さん。 

（市長 石山志保君 答弁席へ移動） 

○市長（石山志保君） 

高田議員のご質問にお答えします。 

最初に、新しい施設を造る場合には、今あ

る施設が古くなったので、皆さんが安全に安

心して使うことができるようにする場合や、

皆さんの役に立つ施設や大野市を宣伝して多

くの人に訪れてもらうための施設を新しく造

る場合があります。 

古くなった施設を新しく建て直したり、修

繕をしたりする例としては、今、皆さんが居

る大野市役所や結とぴあ、休日急患診療所な

どがあります。 

また、新しく施設を造る例としては、和泉

地区に建てた化石発掘体験センター「ホロッ

サ」や市民の皆さんが持っている絵を展示す

るＣＯＣＯＮＯアートプレイスなどがありま
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す。 

どちらの場合も、まず市がどのような建物

にするかの計画や、どれだけのお金を必要と

するかの予算の案を作り、市民の皆さんの代

表である市議会と話し合って案を認めていた

だいています。 

また、どのような建物にするかを決めると

きには、関係する人たちや専門的な知識を持

つ人たちに意見を聞いて、どうすると建物が

皆さんの役に立ち、使いやすくなるかなどを

決めています。 

次に、財源、つまりお金の出所についてで

すが、文化会館だけでなく、新しい施設を造

る場合は、まず国や県などから補助してもら

えないか検討します。 

国や県などの補助金を充てた残りの金額、

つまり大野市が負担する金額については、基

金と呼ばれる貯金を取り崩したり、銀行など

からお金を借りたりすることもあります。 

文化会館については、工事の計画や費用な

ど、詳しい内容を決めていく中で、将来の大

野市の財政に大きな負担とならないように工

夫して財源を考えたいと思います。 

次に、文化会館を建てる場所についてです

が、去年、教育委員会が作った大野市文化会

館整備基本構想では、隣の駅東公園に新しい

文化会館を建て、文化会館を壊した跡に駅東

公園を造り直すことになっています。 

駐車場については、現在よりも広くできる

よう検討しています。 

次に「大野市の町おこし」についてお答え

します。 

大野市は九頭竜川の上流に位置し、豊かで

きれいな水に恵まれています。 

大野市では、市内を流れる九頭竜川や真名

川など、主な九つの川で定期的に水質を検査

し、法律で決められている基準を満たしてい

るかを確認しています。 

これまでの検査の結果、ほとんどの川の水

質は良好で、きれいに保たれていますが、市

街地を流れる小さな川では、家庭から出る水

などの影響で、汚れている川も見られます。 

川が汚れる主な原因は、市民の皆さんが使

用した台所やお風呂、洗濯の排水や工場など

からの汚れた水によるものと考えられ、公共

下水道への加入や合併処理浄化槽の設置をお

願いするなどしています。 

小学生の皆さんを対象とした取り組みとし

ては、夏休みに越前おおの環境塾を開催し、

川の水生生物について学習するなど、川に親

しむイベントを行っています。 

また、下水処理センターでは、汚れた水が

きれいになる仕組みについての施設見学や出

前講座、イベントを開催し、下水道への理解

を深めています。 

今回、高田議員が大野市の水をはじめとす

る豊かな自然の大切さを学び、守っていきた

いと思われたことをとてもうれしく思います。 

そのような気持ちを多くの市民の方々、小

学校の皆さんに持ってもらうことが、大切な

ことではないかと思います。 

次に、大野市の自然を守る活動についてお

答えします。 

大野市は豊かな自然に囲まれていますが、

ごみのポイ捨てや、捨ててはいけない所に不

用になった物を捨てる不法投棄がその自然環

境を壊しています。 

そのため、不法投棄物を拾ったり、福井県

と市の合同パトロールなどを行ったりして、

不法投棄の早めの発見と防止に努めています。 

自然を守る活動としては、会社やグループ、

地域の人たちと一緒にドングリの苗木を育て

て、山に植える森づくり活動をしています。 

この活動では、毎年春に大野市内の小学２

年生を中心に、ドングリの種から苗木を育て

てもらっています。 
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夏には、山に植えたドングリの木に光が当

たるように、草刈りをしたり、木を支える杭

を打ったりします。 

秋になると、学校で育てたドングリの苗木

をどんグリーン広場に植え替えて３年間育て

ます。 

３年間育てた苗木は、平家平などの山に植

えています。 

そして次の年に苗木を育ててもらうための

ドングリ拾いも行っています。 

地下水をきれいに保つ取り組みとしては、

大野市では、市民の皆さんの多くが直接地下

水を飲み水などに使用していることから、毎

年、市内41カ所で水質検査を行っています。 

地下水は、森林や水田に降った雨が地中に

染み込み、ろ過されて、きれいな地下水にな

ります。 

ですから、地下水をきれいに保つには、森

林や水田を守ることがとても大切です。 

そこで、森林を管理する人がいなくならな

いよう取り組み、山が荒れないようにしたり、

山に光が入りやすくするために木を切る間伐

を進めたりしています。 

また、水田では、農薬や化学肥料を減らし

て、生き物が住みやすい環境をつくりながら

作物を育てる環境にやさしい農業を進めたり、

作る人がいない田んぼが増えないようにした

りしています。 

次に、大野市が行っている町おこしはどの

ようなものがあるかについてお答えします。 

まず町おこしにつながるものの一つとして、

地域おこし協力隊制度のことを説明します。 

この制度は、都会の若い人に地域おこし協

力隊員になってもらい、仕事をしながら地域

の人たちとの触れ合いを行うものです。 

大野市で生活している私たちには当たり前

のことでも、市外から来た若い人には、すご

いと思われる大野の魅力がたくさんあります。 

これらの魅力を生かした活動を、現在５人

の隊員に行ってもらっています。 

次に、結の故郷づくり交付金事業について

説明します。 

この制度は、地域ごとに行っている活動を

応援することで、地域の元気につなげる取り

組みです。 

一例を言いますと、高田議員の住んでいる

阪谷地区では、さかだに雪まつりを行ってい

ます。 

このようなことが市民の刺激となり、地域

のさまざまな活動が活発になり、町おこしに

つながっていくと考えています。 

（５番 高田秀洋君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

高田さん。 

○５番（高田秀洋君） 

これで質問を終わります。 

○議長（白﨑愛唯君） 

以上で高田秀洋さんの質問を終わります。 

高田さんは、自分の席に戻ってください。 

岡本夏実さんは、質問席へお願いします。 

（６番 岡本夏実君 質問席へ移動） 

○議長（白﨑愛唯君） 

次に、６番、下庄小学校６年、岡本夏実さ

んが質問を行います。 

（６番 岡本夏実君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

岡本さん。 

○６番（岡本夏実君） 

私は、二つ質問をします。 

一つ目は、災害時の避難勧告についてです。 

この前の西日本を中心とした豪雨では、各

地で土砂災害や河川の氾濫が起き、広島、岡

山、愛媛などで多くの死者や行方不明者が出

ました。 

一方で、早めに避難勧告が出されたことに

よって、たくさんの命が助かりました。 
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大野市でも、下庄地区の上中野や中津川で

避難勧告が出され、災害が遠くの出来事では

ないとあらためて感じました。 

そこで、質問をします。 

避難勧告は、誰がどのようにして決めて、

出しているのですか。 

大野市全体が災害に遭った場合、約３万

3,000人が避難できるだけの場所はあるので

すか。 

二つ目は、大野東インターチェンジの道の

駅整備についてです。 

大野市では、中部縦貫自動車道の開通に合

わせ、大野東インターチェンジの近くに、新

しく道の駅ができると聞きました。 

私は時々、和泉地区の道の駅九頭竜に立ち

寄ります。 

大きな動く恐竜があったり、いろいろな食

べ物や和泉地区で採れた野菜などを売ったり

して、見ているだけでとても楽しいです。 

福井県内だけでなく、県外からの観光客も

たくさん訪れて、とてもにぎやかです。 

また、春は新緑、夏はキャンプ、秋は紅葉、

冬はスキーと一年を通して楽しめる場所が近

くにあります。 

新しくできる道の駅も、県外だけでなく外

国からもたくさんの人が訪れて、一年を通し

て楽しめる、大野市の良さをいっぱい知るこ

とができる場所になってほしいです。 

そこで、質問します。 

新しい道の駅には、道の駅九頭竜の恐竜の

ような目立つものを作る予定はありますか。 

私は、大野は御清水に代表されるように、

水がきれいでおいしい所なので、水を利用し

たもの、例えば噴水を造るといいなと思いま

す。 

夏は小さい子の遊び場になるし、夜にライ

トアップすればきれいです。 

新しい道の駅では、どんな物を売る予定で

すか。 

私は、大野でしか食べられないような、大

野ならではのものを売ると良いと思います。 

例えば、夏なら半夏生さばを実際に焼きな

がら売ると良いと思います。 

これで質問を終わります。 

○議長（白﨑愛唯君） 

岡本さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

（市長 石山志保君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

市長、石山さん。 

（市長 石山志保君 答弁席へ移動） 

○市長（石山志保君） 

岡本議員のご質問にお答えします。 

まず「避難勧告」についてですが、大野市

で起きそうな災害としては、地震、台風、川

の洪水、山の土砂災害、大雪などがあります。 

それらの災害が発生して、市民の皆さんが

被害に遭うかもしれないと思われる場合には、

大野市役所の中に市長を本部長として、副市

長、消防長、教育長、各部長を集めた災害対

策本部を作ります。 

そしてみんなで会議をして、今、起こって

いる災害やこれから起きそうな災害などの情

報について話し合い、避難が必要だと判断し

たときに、市長が避難勧告を出し、早く避難

しましょうと知らせることにしています。 

先日の西日本を中心とした平成30年７月豪

雨では、洪水や土砂災害で各地にたくさんの

被害が出ました。 

大野市でも赤根川と清滝川の水が増えて、

その後も大雨が続くと予想されたため、災害

対策本部会議で話し合った結果、洪水が起こ

る危険が高まったということで、７月５日に

赤根川と清滝川の近くにお住いの皆さんに対

して、避難勧告を出しました。 

また、その２日後の７月７日には、和泉地
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区全域で土砂災害が起きる危険が高まったた

め、和泉地区にお住いの皆さんに対して、避

難勧告を出しています。 

幸いなことに大野市では、亡くなった方や

けがした方はいらっしゃいませんでしたが、

今後もこのような豪雨が起こらないとは限り

ません。 

市民の皆さんが早めに安全な場所に避難で

きるよう、対策本部でしっかり話し合って、

空振りを恐れず、早め早めの避難の情報を出

していきたいと考えています。 

次に、大野市全体が災害に遭った場合、約

３万3,000人の人たちが避難できるだけの場

所はあるのですかについて、いろいろな災害

のうち、大野市全体が被害を受ける災害は大

地震であると考えています。 

大野市民全員が一度に避難できるだけの避

難場所は大野市にはありませんが、大野市で

は災害対策の計画として大野市地域防災計画

を作っており、その計画の中で、考えられる

一番大きな地震が起きたとしても、避難が必

要になる人数は約4,000人であると見込んで

います。 

大野市内には、避難所として決めている場

所が39カ所あり、全部で約１万人を超える避

難者を受け入れられますので、たとえ大野市

で大地震が発生したとしても、避難が必要な

人のための避難場所は用意ができていますの

でご安心ください。 

次に「大野東インターチェンジの道の駅整

備」についてお答えします。 

大野市では、中部縦貫自動車道が全線開通

することで、たくさんの方に大野市に来てい

ただける大きなチャンスと考えています。 

そしてこのチャンスに、大野市には自然や

歴史、文化など、魅力ある観光地や体験でき

る所がたくさんあるので、それぞれの情報を

訪れた方に分かりやすく伝え、楽しんでもら

おうと計画しています。 

併せて大野市には、それぞれの地区にまだ

知られていない宝物がたくさんあります。 

地区の方々に、その宝物をさらに磨き上げ

てもらい、多くの方を案内し、一緒に楽しん

でもらうことで各地区を盛り上げたいと考え

ています。 

そのため、これらの情報発信の中心となる

施設として、新しい道の駅、重点道の駅

「（仮称）結の故郷」の整備に取り組んでい

るところです。 

建設する場所は、大野東インターチェンジ

ができる富田地区の蕨生で、約５万平方㍍の

敷地に約5,000平方㍍の建物を予定していま

す。 

施設には、道路案内やトイレなどの休憩施

設、大野で採れた農林産物や土産品を売るお

店、食事ができるお店などに加え、大野市の

観光情報やいろいろな体験メニューなどを紹

介する観光案内所などを造る予定です。 

また、屋外交流広場や芝生広場などの自由

に使えるところも造り、大きな災害が起きた

ときには、防災の拠点として災害に遭った方

の手助けもできるようにしていきます。 

岡本議員ご質問の、目立つものをつくるの

かについてですが、東海北陸自動車道の岐阜

県の白鳥インターチェンジから中部縦貫自動

車道の福井北ジャンクションまでの約73㌔㍍

の間で、道から直接見える道の駅は、この新

しい道の駅だけとなります。 

そのため、よりたくさんの方に訪れてもら

えるよう、どのようなものを造って、どのよ

うにお迎えしたら魅力を感じてもらえるのか、

現在、考えているところです。 

なお水を利用したものとしては、カヌー体

験ができる池を造る予定で、子どもから大人

までたくさんの方に楽しんでもらいたいと考

えています。 
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最後に、どのような物を売るのかについて

ですが、先ほども申し上げましたが、大野の

豊かな自然、きれいな水で育った野菜や山菜

をはじめ、大野で造られたお酒やおしょうゆ、

お菓子など、大野ならではの物を売るよう、

関係者の皆さんと話し合いをしているところ

で、半夏生さばについても併せて考えていき

たいと思います。 

新しい道の駅の整備については、魅力ある

施設となるよう、市民や関係する皆さんにも

協力してもらい、岡本議員が言われたたくさ

んの人が訪れて、一年を通して楽しめ、大野

市の良さをいっぱい知っていただける場所と

なるよう取り組んでいきます。 

（６番 岡本夏実君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（白﨑愛唯君） 

岡本さん。 

○３番（千味遥人君） 

これで質問を終わります。 

○議長（白﨑愛唯君） 

以上で岡本夏実さんの質問を終わります。 

岡本さんは、自分の席に戻ってください。 

会議の途中ですが、しばらく休憩いたしま

す。 

 

（午後３時13分 休憩） 

（午後３時25分 再開） 

 

○副議長（岡本夏実君） 

ここからは、私、副議長の下庄小学校６年、

岡本夏実が会議を進行いたします。 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

村松吉郎さんは、質問席へお願いします。 

（７番 村松吉郎君 質問席へ移動） 

○副議長（岡本夏実君） 

次に、７番、和泉小学校５年、村松吉郎さ

んが質問を行います。 

（７番 村松吉郎君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

村松さん。 

○７番（村松吉郎君） 

私は、二つ質問をします。 

最初は、通学路の安全対策についてです。 

私たち和泉小学校の通学路で、最近、気に

なるものがあります。 

それは今にも崩れそうな倉庫や空き家です。 

集団登校の集合場所近くや、道路のすぐ横

などにもあります。 

家や道路にも近いので、私たち小学生だけ

でなく、中学生や地域のお年寄りなど、道を

歩く人にとってとても危険だと思います。 

大きな地震や今年の２月のような大雪があ

ると、ますます危険になってしまうのではな

いかと心配しています。 

また、大野市内では中部縦貫道が整備され、

いろいろな所で大きな工事が進んでいます。 

和泉地区でも最近工事が増え、大きな工事

車両が地区の中を走っています。 

私の家の前も、大きいトラックが速いスピ

ードで走って行きます。 

その道は通学路でもあり、30㌔㍍制限が掛

かっていますが、速いトラックが通るたびに

怖い思いがします。 

そこで、質問します。 

地域の安全確保のために、危険な空き家や

倉庫を壊したり、片付けたりできませんか。 

速度制限だけでなく、標識を見やすくする

などの安全対策を考えていますか。 

二つ目の質問は、和泉地区の活性化につい

てです。 

和泉地区は、山や川などの自然に恵まれた

とても良い所なので、私は大人になってもこ

こで生活したいと思います。 

でも、少し困ることがあります。 

それは日用品や食料品を買うことができる

商店がないことです。 
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日用品を買うためには、大野市内まで買い

に出るしかありません。 

中部縦貫道が完成すれば近くなるかもしれ

ませんが、それでも時間もかかるし、とても

不便に感じます。 

そこで、質問します。 

和泉地区の不便さの解消のために、どのよ

うなことを考えていますか。 

コンビニやスーパーなどの商業施設を、和

泉地区に誘致することはできませんか。 

○副議長（岡本夏実君） 

村松さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

（市長 石山志保君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

市長、石山さん。 

（市長 石山志保君 答弁席へ移動） 

○市長（石山志保君） 

村松議員ご質問にお答えします。 

まず「通学路の安全対策」についてですが、

大野市でも最近は子どもが少なくなり、お年

寄りが施設に入ったり、亡くなったりした後、

その家や倉庫を使う人々もだんだん少なくな

ってきたので、空き家が増えてきています。 

空き家は、正しい管理が行われないと傷み

が早くなり、危険を及ぼしたり、見た目が悪

くなったり、周りに住む人の生活環境に悪い

影響を与えます。 

大野市には、現在、500軒以上の空き家が

あることが平成28年度の調査で分かっており、

そのうち68軒は状態が悪い空き家となってい

ます。 

空き家には必ず持ち主がいて、持ち主は自

分の責任で正しい管理をし、必要がなくなっ

たときには、売る、貸すなどし、最後には住

める状態でなくなったときでも、持ち主が壊

さなければなりません。 

大野市では、越前おおの空家等対策計画を

定め、法律に従って、状態が悪い空き家の持

ち主に改善するよう注意しています。 

中には、建物の持ち主が亡くなったり、い

なくなったりした空き家も数多くあるため、

自治会の区長さんや土地の持ち主などにも協

力をいただきながら、亡くなった方の子ども

さんにも注意をしているところです。 

また、今年から状態が悪い空き家を壊すた

めの補助金制度を作り、住めなくなり、周り

に悪い影響を与えている空き家を、持ち主が

壊すときに支援しています。 

このような取り組みを進めながら、これか

らも計画に従い、持ち主の皆さんにまずは空

き家にならないように努めていただく、空き

家になってからも正しく管理していただく、

住める空き家は次に住む人を探していただく、

住めない空き家は壊していただくなど、持ち

主の責任により対応するようにしていきたい

と考えています。 

市民や事業者の皆さんにご協力をいただき

ながら、空き家が利用されやすくなるよう努

力するとともに、状態が悪い空き家がなくな

るよう持ち主の皆さまに働き掛けをしていき

ます。 

次に、標識を見やすくするなどの安全対策

についてお答えします。 

道路標識は、道路交通法と道路法という法

律に基づき、交通事故を未然に防ぎ、車や自

転車、歩行者などが安全でスムーズに移動で

きるよう設置されています。 

道路標識は、公安委員会、道路の管理者が

設置することとなっています。 

村松議員ご質問の標識を見やすくするなど

の安全対策について、公安委員会の窓口であ

る大野警察署にお伝えしたところ、次のよう

なお答えをいただきました。 

「道路標識は、遠くからでも標識の存在と

種類を確認できること、短い時間で標識の内
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容を分かってもらえるようにすること、夜で

も分かりやすくすることなどに注意して整備

をしています。また、道路標識が街路樹で見

えづらくなっている場合には、必要に応じて

枝木を伐採し、見やすくするといった管理を

行っています」とのことでした。 

大野市でも年に１回、関係者が合同点検を

行い、小中学校の通学路の危険な場所を確認

し、必要に応じて交通規制の見直しや道路に

ペイントする区画線の見直しなどを行い、皆

さんが安全に通学できるように、通学路の安

全確保に努めています。 

また、和泉地区で増えているトラックなど

の工事用の車については、工事の関係者の方

に皆さんのご意見をお伝えし、速度を落とす

など、安全運転に気を付けるようお願いした

いと思います。 

これからも児童の皆さんが安全に通学でき

るように、大野市だけでなく、警察署や公安

委員会、地域全体で協力していきますので、

皆さんも交通事故に遭わないよう交通安全に

十分気を付けてください。 

次に「和泉地区の活性化」についてお答え

します。 

村松議員は、中部縦貫自動車道が完成して

も日常生活に不便を感じるだろうとのことで

すが、やはり中部縦貫自動車道の一日も早い

全線開通が不便さの解消のために最も重要だ

と考えています。 

中部縦貫自動車道が完成することで、カー

ブが少なく、事故の起こりにくい、安全で安

心な道となります。 

時間も、大野市街地まで約40分かかってい

たものが、約20分に短縮されることが見込ま

れています。 

さらに中部縦貫自動車道は、完成後も無料

で通行できますので、この道路を普段から利

用することで、買い物や病院へ通うといった

日ごろの生活が便利になると考えています。 

大野市では、中部縦貫自動車道の2022年度

末までの全線開通に向けて、国や福井県、大

野市議会、市民の方々と力を合わせて精いっ

ぱい取り組んでいます。 

次に、コンビニやスーパーなどの誘致につ

いてお答えします。 

村松議員のおっしゃるとおり、和泉地区は

山や川などの自然に恵まれた良い地域です。 

ただ、日用品や食料品などを販売するお店

がほとんどなく、多くの人が大野市街地まで

買物に来られると聞いています。 

このような中、市街地のお店や県民生協が

和泉地区で移動販売や宅配サービスを行って

おられます。 

将来もこうした方々のご努力で、和泉地区

の人々が地元で買い物ができるとありがたい

と思います。 

また、現在、工事を進めている中部縦貫自

動車道が開通すれば、市街地のお店までかか

る時間も短くなりますので、これまでよりい

ろいろなことが便利になります。 

それに大野市では、商売をしたいという人

の相談に乗り、応援をしていますので、和泉

地区でお店を開きたいという人が出てくると

いいですね。 

これからも国や県と一緒になって、みんな

で知恵を絞りながら、和泉地区が住みやすい

所であり続けられるように、お互い頑張って

いきましょう。 

（７番 村松吉郎君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

村松さん。 

○７番（村松吉郎君） 

これで質問を終わります。 

○副議長（岡本夏実君） 

以上で村松吉郎さんの質問を終わります。 

村松さんは、自分の席に戻ってください。 
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北野奉孝さんは、質問席へお願いします。 

（８番 北野奉孝君 質問席へ移動） 

○副議長（岡本夏実君） 

次に、８番、有終西小学校６年、北野奉孝

さんが質問を行います。 

（８番 北野奉孝君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

北野さん。 

○８番（北野奉孝君） 

私は、大野市の人口が減ることを止めるこ

とについて質問します。 

最近、大野市の人口が減ることが問題にな

っています。 

私らが通っている学校の近くでは、空き家

や空き地が目立っています。 

ということは、大野に住む人が減っている

ということが考えられます。 

実際、大野市の人口の移り変わりを調べて

みると、1998年には４万1,856人、これは現

在の和泉地区も含めます。 

2008年には３万8,535人、2018年には３万

3,735人となっていて、ここ10年間に約5,000

人も大野から人口が減っているということに

なります。 

このペースでどんどん減っていくと、いず

れ市町村を合併したりして、大野市という名

前もなくなってしまうかもしれません。 

私は、自分が生まれ育った大野市という名

前がなくなってしまうとしたら寂しいし、こ

れからも大野市という名前が残ってほしいで

す。 

また、私の学校は６年生以外の学年は１ク

ラスだけで児童数も減っています。 

1998年には13クラスで351人いた児童数も、

2008年には12クラスで251人、2018年には８

クラスで177人と児童数については、20年で

約半分にまで減っている状態です。 

私は野球をしていますが、子どもが少なく、

どのチームも学校単位でのチーム編成が難し

い状態です。 

私が所属している有終は、有終西小学校と

乾側小学校の子どもたちでつくられています。 

私たち６年生が卒団すると、団員は７人と

なるため、有終東小学校との合併の話も出て

います。 

小中学校の編成問題と同様、野球チームの

編成も考えていかないといけなくなると思い

ます。 

そこで、人口減少をくい止めるためには、

私は企業誘致をして、働く場所を増やすとい

いと思います。 

そこで、質問します。 

市は人口を減らさないように、どのような

努力をしようと考えていますか。 

○副議長（岡本夏実君） 

北野さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

（市長 石山志保君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

市長、石山さん。 

（市長 石山志保君 答弁席へ移動） 

○市長（石山志保君） 

北野議員のご質問にお答えします。 

まず、人口を減らさないための努力ですが、

有終南小学校の牧野議員のご質問にもお答え

したとおり、大野市では人口減少対策に取り

組むため、2015年に大野市人口ビジョンと大

野市総合戦略を作りました。 

大野市人口ビジョンでは、2019年に３万

2,100人、2040年に２万7,000人の人口を保つ

ことを目標として、目標達成のためのいろい

ろな取り組みを大野市総合戦略に基づいて行

っています。 

議員ご質問の中で、児童の数が減っている

とのことでしたが、大野市では若い世代の皆

さんが結婚したり、子どもを産んだり、大野
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で子育てをすることに対して応援することで、

希望を持ち、安心して生活できるまちの実現

を目指しています。 

また、大野市では中部縦貫自動車道の全線

開通に向けて取り組んでいますが、それに合

わせて道の駅を建設する予定です。 

遠くの大都市などと短時間でつながる新し

い道路の開通をきっかけに、多くの観光客に

大野市を訪れ、大野の魅力を知ってもらった

り、楽しんでもらったりすることが、道の駅

の役割です。 

また、議員がおっしゃるとおり、人口減少

をくい止めるためには、企業誘致を行い、働

ける場所を増やすことも大切な方法の一つで

す。 

現在、富田地区で大野市産業団地の整備を

進めています。 

この新しい産業団地の近くを通る中部縦貫

自動車道が開通すると、名古屋市などの大き

な都市と短い時間で行き来できるようになり、

物や人の流れが大きく変わることが予測され

ます。 

大野市では、この絶好の機会に、新しい産

業団地への企業誘致を進めていきます。 

また、若者や女性に人気の高いＩＴ関連企

業への誘致活動を行っていきます。 

このＩＴ関連企業というのは、ゲームやホ

ームページを作ったり、インターネットのサ

ービスを提供したりする仕事をしている会社

で、インターネットなどを使うことで、都会

で行っている仕事が大野市でもできるように

なります。 

現在、東京に本社があるＩＴ企業と大野市

の間で、市内に事務所を開く計画を進めてい

て、これが実現すれば、これまで大野市では

できなかった仕事ができることになり、一度、

都会に出て行った人たちが大野市に戻って来

ることも期待されます。 

これからもいろいろな企業への誘致活動を

行い、働く場所をつくっていきたいと考えて

います。 

このように大野市では努力を続けています

が、残念ながら人口減少を止めることはでき

ていません。 

しかし、これからも皆さんが自信と誇りに

思う大野市を未来に残していけるよう、皆さ

んと一緒に考えながら取り組んでいきたいと

考えています。 

（８番 北野奉孝君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

北野さん。 

○８番（北野奉孝君） 

これで質問を終わります。 

○副議長（岡本夏実君） 

以上で北野奉孝さんの質問を終わります。 

北野さんは、自分の席に戻ってください。 

野岸さくらさんは、質問席へお願いします。 

（９番 野岸さくら君 質問席へ移動） 

○副議長（岡本夏実君） 

次に、９番、富田小学校６年、野岸さくら

さんが質問を行います。 

（９番 野岸さくら君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

野岸さん。 

○９番（野岸さくら君） 

私は、二つ質問をします。 

最初は、大野の名水のＰＲについてです。 

大野の良いところは、水がおいしく、きれ

いなことだと思います。 

私は旅行に行って、いろいろな所で水を飲

みますが、やっぱり大野の水はおいしいなと

感じます。 

大野の名水をＰＲするために、みずのめぐ

みんというキャラクターが作られたのは、と

ても良いことだと思います。 

でも、もっと日本全国の人に大野の水のこ
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とを知ってもらいたいと思います。 

ここで質問です。 

大野の名水をＰＲする取り組みとして、ほ

かに何かしていますか。 

また今後、何かする予定はありますか。 

二つ目の質問は、大野の名水を守る取り組

みについてです。 

私は、大野の地下水が昔と比べて減ってい

ると聞いています。 

この後、だんだん減っていくと思うと心配

です。 

ここで質問です。 

地下水を守る取り組みを、市として何か行

っていますか。 

これで質問を終わります。 

○副議長（岡本夏実君） 

野岸さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

（市長 石山志保君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

市長、石山さん。 

（市長 石山志保君 答弁席へ移動） 

○市長（石山志保君） 

野岸議員のご質問にお答えします。 

みずのめぐみんは、水の妖精で、大野市の

水の恵みをＰＲするために生まれました。 

これからは、大野市のホームページなどで、

大野の水の案内人として、もっとＰＲに活躍

してもらおうと考えています。 

まず「大野の名水のＰＲ」についてお答え

します。 

大野市では、名水百選の御清水や本願清水

などの情報をホームページなどで発信し、越

前大野名水マラソンなどのイベントで、市外

の方に名水を振る舞うなど、いろいろな形で

全国に向けて大野の名水のＰＲをしています。 

また、大野の名水を鍵に大野市を元気にす

るため、水への恩返しという事業を実施して、

いろいろなＰＲ活動をしています。 

一つ目が、水の研究を通じたＰＲです。 

大野市は、今では名水のまちとして有名で

すが、過去には地下水が減り、家の蛇口から

水が出なくなった地区がありました。 

大野市は、この危機をみんなで乗り越えた

歴史があります。 

そして地下水を大切にし、いろいろな調査

をしてきたため、大学などが大野市で研究し

たいと考えるようになりました。 

大野市は、これまでいろいろな所で大野の

水について発表をしてＰＲしていますが、多

くの大学にも大野の水を研究してもらい、そ

れを発表してＰＲしてもらっています。 

二つ目が、水に困っている人を助けること

でのＰＲです。 

大野市は水に恵まれていますが、世界に目

を向けると水に困っている場所は多く、水く

みをするために学校に行けない子どもも世界

にはたくさんいます。 

大野市では、市民の皆さんからの寄付や募

金を基に、アジアで最も安全な水の確保に困

っている東ティモールという国に水道施設の

建設を助けています。 

この取り組みを全国の人に知ってもらい、

名水のまちをＰＲしています。 

三つ目が、食べ物を通じたＰＲです。 

水は、全ての食べ物に関係します。 

名水の恵みを受けることで、水まんじゅう

やでっち羊かんのようなお菓子や、しょうゆ、

みそ、お酒、酢などの発酵食品、またコメや

ソバ、サトイモといった農作物も全ておいし

いとＰＲしています。 

そのほかにも、新聞や雑誌に取材してもら

ったり、新聞に広告を出したりして大野の水

についてＰＲしています。 

これからも市民の皆さんと一緒に、大野の

名水をＰＲすることで、大野のことをより多
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くの人に知っていただけるように努めていき

ます。 

次に「大野の名水を守る取り組み」につい

てお答えします。 

今から約45年前、昭和40年代後半から昭和

50年代にかけて、地下水位が下がる冬場を中

心に、大野の町の家の蛇口から水が出なくな

る井戸枯れが発生しました。 

これは、工場で使う水や、道路や各家庭で

の雪を溶かすための、水のくみ上げ過ぎなど

が原因でした。 

そこで、大野市では地下水のくみ上げ過ぎ

を防ぐために、新しく井戸を掘って地下水を

くみ上げる場合に、事前に届け出をしてもら

うことや、たくさん地下水を使う工場などに

使った量を報告してもらうこと、雪を溶かす

ために地下水を使わないことをお願いすると

ともに、地下水の水位を毎日調べること、地

下水の水質に問題がないかを定期的に調べる

ことなど、地下水を守るための仕組みを作り

ました。 

また、冬の間に田んぼに水を張り、田んぼ

から地面に水を染み込ませて地下水を増やし

たり、森林を手入れしたりして、水が多く染

み込む取り組みもしています。 

そのほかにも、目に見えない地下水の仕組

みを知るために、地下水の量や流れを調べて

います。 

市民の皆さんは、湧き水の場所をきれいに

掃除したり、家で水を無駄遣いしないように

したり心掛けている方もいます。 

地下水を守るには、市民の皆さんが地下水

を大切にする気持ちが大切だと考えています。 

そこで、水が大切であることを知ってもら

うために、市内の小学校へ大野市の職員が行

って、水の本を使って授業を行っています。 

普段、地下水を普通に飲めるのも、これま

で守り続けてきた人々のおかげです。 

安全でおいしい水が飲める環境に感謝の気

持ちを持っていただきたいと考えています。 

今後も大野市は、市民の皆さんと一緒に水

を守り、上手に使って将来の人々にも引き継

いでまいります。 

（９番 野岸さくら君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

野岸さん。 

○９番（野岸さくら君） 

これで私の質問を終わります。 

○副議長（岡本夏実君） 

以上で野岸さくらさんの質問を終わります。 

野岸さんは、自分の席に戻ってください。 

高村このみさんは、質問席へお願いします。 

（10番 高村このみ君 質問席へ移動） 

○副議長（岡本夏実君） 

次に、10番、乾側小学校６年、高村このみ

さんが質問を行います。 

（10番 高村このみ君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

高村さん。 

○10番（高村このみ君） 

私は、外来種への対策について質問します。 

大野市は、山に囲まれていて緑が多く、自

然が豊かだと思います。 

その中には、たくさんの生き物がいます。 

去年、総合の学習で、乾側地区を流れる日

詰川の支流で生き物調査をしました。 

調べた生き物の中には、ドジョウなどの絶

滅危惧種に当たる在来種がいました。 

そして小魚や魚の卵、水草を食べるブルー

ギルなどの外来種もいました。 

そこで、質問します。 

昔と変わらない大野の自然を、外来種から

守る取り組みをしていますか。 

しているのであれば、どのような取り組み

をしているのか教えてください。 

していないのであれば、なぜしないのです
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か。 

した方が自然を守るために良いと思います。 

○副議長（岡本夏実君） 

高村さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

（市長 石山志保君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

市長、石山さん。 

（市長 石山志保君 答弁席へ移動） 

○市長（石山志保君） 

高村議員のご質問にお答えします。 

「外来種への対策」についてですが、外来

種とは、もともとその地域に居なかったのに、

人によって持ち込まれた動物や植物のことを

いいます。 

持ち込まれた外来種によって、もともと居

た在来種が生まれ育つ環境が奪われてしまう

ことがあります。 

大野市では豊かな自然環境の中で、さまざ

まな動物や植物が見られますが、福井県が

2016年に出した福井県の絶滅の恐れのある野

生動植物によりますと、福井県内で絶滅の恐

れのある種の数はここ10年でおよそ1.5倍に

増えています。 

また、環境省が2018年に出した絶滅の恐れ

のある野生生物の種のリストによりますと、

ドジョウが準絶滅危惧種となりました。 

大野市ではホームページで、ブラックバス

やブルーギル、ザリガニなどの外来種を川へ

流すことが禁止されていることや、外来種の

植物であるセイタカアワダチソウの駆除への

協力について呼び掛けています。 

大野市内の農家に対しては、農地の草刈り

などの保全活動を行う中で、外来種を見つけ

た場合は駆除するようにお願いしています。 

今後は、各地区が草刈りやごみ拾い、川の

泥上げなどの環境美化活動を行ったときにも、

外来種を見つけた場合は、駆除してもらうよ

うにお願いしていきたいと考えています。 

また、本願清水での取り組みを申し上げま

すと、本願清水は日本でも数カ所しかない陸

封型イトヨ生息地の最も南に位置しており、

世界的にも貴重な湧水池として昭和９年に国

の天然記念物に指定されています。 

本願清水にあるイトヨの里では、イトヨを

地域固有の貴重な財産と考え、生涯学習や環

境教育の場とするとともに、イトヨの保護育

成を行っていますが、本願清水にも外来種の

コクチバスという肉食の魚が時々入り込んで、

イトヨを食べてしまうことがあります。 

そのため、本願清水の近くにお住まいの皆

さんや漁業協同組合の方などのご協力をいた

だき、年に数回、外来種であるコクチバスな

どの駆除を行っています。 

高村議員が、学校の総合的な学習の時間で

川の生き物を調査され、大野の自然の豊かさ

を実感し、外来種への対策に関心を持たれた

ことはとても良いことです。 

そして高村議員が感じられたような地域の

豊かな自然を守っていきたいという気持ちが、

大野市全体で高まることが大切であると考え

ています。 

大野市では、これからも豊かな自然環境を

守るために、在来種の保護や外来種への対策

に取り組んで行きます。 

（10番 高村このみ君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

高村さん。 

○10番（高村このみ君） 

これで質問を終わります。 

○副議長（岡本夏実君） 

以上で高村このみさんの質問を終わります。 

高村さんは、自分の席に戻ってください。 

白﨑愛唯さんは、質問席へお願いします。 

（１番 白﨑愛唯君 質問席へ移動） 

○副議長（岡本夏実君） 
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次に、１番、上庄小学校６年、白﨑愛唯さ

んが質問を行います。 

（１番 白﨑愛唯君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

白﨑さん。 

○１番（白﨑愛唯君） 

私は、二つの質問をします。 

一つ目は、大野市のマスコットキャラクタ

ーについてです。 

大野市には、いろんなマスコットキャラク

ターがいます。 

私が知っているマスコットキャラクターは、

市のキャラクター、うぐピー、うめピー、ゆ

いピー、かめじろう、みずのめぐみん、でか

でっちくん、上庄地区の麻那姫のキャラクタ

ー、まなちゃんです。 

キャラクターがたくさんいると、いいこと

がたくさんあります。 

例えば、うぐピー、うめピー、ゆいピーは、

大野市の鳥ウグイスをモチーフにしたキャラ

クターなので、ウグイスをアピールできます。 

このようにキャラクターを通して大野の有

名なものをアピールできます。 

私は、いろんなキャラクターを知っていま

すが、大野市民の中には知らない人もまだま

だ居ると思います。 

なので、もっともっとアピールしていって

ほしいです。 

そこで、質問します。 

簡単に楽しくマスコットキャラクターに親

しめるよう、そして楽しく大野について知れ

るよう、絵描き歌を作るといいと思うのです

が、そのような活動を市ではどのように行っ

ていますか。 

二つ目は、マスコットを活用したイベント

の開催です。 

今、おおの城まつりでは、いろんなステー

ジイベントが開催されています。 

しかし、そのステージイベントにマスコッ

トキャラクターが出演しているのを見たこと

がありません。 

せっかく居る大野特有のキャラクターなの

に、大野市の大イベントに出演しないのはも

ったいないと思います。 

そこで、提案します。 

例えば、おおの城まつりのステージイベン

トとして、大野市中のマスコットを集めてゲ

ーム大会を開催するというのはどうでしょう

か。 

マスコットキャラクターが参戦するゲーム

大会には、見ている子どもも、大人も、お年

寄りも参戦できるようにすれば、みんなが楽

しめるいいイベントになると思います。 

次に質問ですが、おおの城まつりのイベン

トの中でマスコットキャラクターが参加して

いるイベント、又は参加を予定しているイベ

ントは何かありますか。 

これで質問を終わります。 

○副議長（岡本夏実君） 

白﨑さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

（市長 石山志保君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

市長、石山さん。 

（市長 石山志保君 答弁席へ移動） 

○市長（石山志保君） 

白﨑議員のご質問にお答えします。 

まず大野市のマスコットキャラクターをア

ピールするためにどのような活動を行ってい

ますかについてお答えします。 

大野市が関係するマスコットキャラクター

には、大野市の鳥であるウグイスをモデルに

したうぐピー、うめピー、その子どものゆい

ピーや、亀山に立つ越前大野城がモデルで、

うぐピー、うめピーに飼われているペットの

かめじろう、大野市が進める湧水保全の取り
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組み、水への恩返しキャリングウォータープ

ロジェクトのキャラクター、みずのめぐみん

などがあります。 

大野市では、これらのキャラクターを通し

て市の事業や行事に親しみを持ってもらおう

と、いろいろなポスターやチラシ、パンフレ

ット、封筒などに載せています。 

中でも、うぐピー、うめピー、ゆいピーに

ついては着ぐるみを作って、越前おおの城ま

つりや新緑まつりなどの会場内を楽しい雰囲

気にしようと活用しています。 

また、みずのめぐみんにつきましては、折

り紙で親しんでもらえるよう、折り方が書か

れた折り紙を配布しているほか、折り方をホ

ームページなどでも紹介しています。 

そのほかには、越前おおのふるさと味物語

実行委員会のキャラクターで、冬の味覚でっ

ち羊かんをモデルにしたでかでっちくんや、

青年会議所が全国から募集した大野市の魚イ

トヨをモデルにしたキャラクター、いとよの

シンちゃん、総合型地域スポーツクラブみん

スポクラブのキャラクター、運動週一くん、

越前大野感性はがき展のキャラクター、かん

たくんなどが事業のＰＲなどで活用されてい

ます。 

マスコットキャラクターを通して、大野市

のことをより多くの方に知ってもらえること

は、大野市にとってとても有意義なことと考

えますので、絵描き歌を含めてさまざまな方

法で取り組んでいきたいと思います。 

次に「マスコットを活用したイベントの開

催」についてお答えします。 

越前おおの城まつりは、今年で51回目を数

える大野市の夏の一大イベントで、今年は８

月12日から16日まで開催され、多くの方に来

場していただきました。 

例年、越前おおの城まつりは12日、15日、

16日の越前おおのおどり、13日の大花火大会、

14日の結の故郷小学生ふるさと芸能発表会、

結の故郷中学生みこしダンスパフォーマンス

が主な行事で、ステージイベントは少ない状

況となっています。 

ご質問のありましたマスコットキャラクタ

ーのステージイベントにつきましては、これ

まで市制記念など特別なイベントがあるとき

に、うぐピーなど着ぐるみがあるキャラクタ

ーを活用しています。 

マスコットキャラクターが参加している城

まつりのイベントとしましては、多くの方が

来場される15日、16日の越前おおのおどりで、

うぐピー、うめピー、ゆいピーが会場内を歩

いたり、踊りの輪に加わったりして踊りを盛

り上げています。 

マスコットキャラクターを集めたステージ

イベントにつきましては、まずはイベントに

参加できるキャラクターを調べるとともに、

子どもが参加しやすいか、どのようなイベン

トが良いかなどを考えていきたいと思います。 

そのほか、キャラクターを活用した事業と

しましては、４月に南六呂師にオープンした

人工ゲレンデで、うぐピーがスキーで滑走す

るなど、スキー場のＰＲを行いました。 

また、大野市と関係のある市や町でのお祭

りイベントなどにマスコットキャラクターが

参加し、大野市のＰＲを行っています。 

これからも城まつりをはじめ、大野市のそ

のほかの行事において、マスコットキャラク

ターを活用したイベントなどができないか、

考えていきたいと思います。 

（１番 白﨑愛唯君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

白﨑さん。 

○１番（白﨑愛唯君） 

これで私の質問を終わります。 

○副議長（岡本夏実君） 

以上で白﨑愛唯さんの質問を終わります。 
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白﨑さんは、自分の席に戻ってください。 

以上で子ども議員質問を終わります。 

日程第６、大野市議会議長より講評をいた

だきます。 

（議長 山崎利昭君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（岡本夏実君） 

大野市議会議長、山崎利昭さん。 

（大野市議会議長 山崎利昭君 登壇） 

○議長（山崎利昭君） 

山崎でございます。 

市議会を代表して、講評をいたします。 

本日はオブザーバーという立場で、それぞ

れの大野市議会議員が皆さんの質問、そして

市長からの答弁をお聞かせをいただきました。 

皆さんは、本当によく勉強されておられま

した。 

落ち着いて、しっかりとした質問が行われ、

驚かされているところでございます。 

われわれ大人には思い付かないような、小

学生ならではの質問も多く、私自身も原点に

返ったような気がして、気を引き締められる

思いがしております。 

本日、皆さんがこの議場で味わった緊張感

は、日ごろ経験できるものではなく、一生の

思い出に残る貴重な体験であると思います。 

ご存じだと思いますが、市議会議員などの

選挙は、18歳以上の方々が投票をできます。 

皆さんもあと６年程度で選挙権を得られ、

投票所に行き、投票することになります。 

そして今日は、女性の石山市長が皆さんの

質問にお答えをいただきました。 

また、ここには女性の子ども議員が多くお

られます。 

今日のこの経験を通じて、性別にかかわら

ず、ぜひ議会や政治に興味を持っていただく

とともに、これからの学校での勉強にも生か

していただきたいと思います。 

また皆さんが大野市、そして地域を愛する

気持ちが皆さんの質問からたくさん伝わって

まいりました。 

この気持ちを忘れずに、将来もずっとこの

結の故郷越前大野に住み続けていただきたい

と考えております。 

「明倫の心を重んじ、育てよう、大野人」 

私たち大野市議会も、皆さんが大野で結婚

をされ、子どもを産み育て、ずっと暮らした

いと思えるまちであり続けられますよう、そ

の実現を目指して全力で頑張ります。 

本日は、私も貴重な体験をさせていただき

ました。 

本当にありがとうございました。 

以上で私の講評といたします。 

本日は、大変お疲れさまでございました。 

○副議長（岡本夏実君） 

以上で日程が全て終了しました。 

これをもちまして、平成30年８月第４回大

野市子ども議会を閉会します。 

お疲れさまでした。 

 

（午後４時15分 閉会） 

 

 上記会議のてん末を証するためここに

署名する。 

 

 議 長 

 

                     

 

                     

 

 

副議長 
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議 席 番 号 １  上 庄 小 学 校  ６ 年  白 﨑 愛 唯  

 私 は 、 子 ど も 議 会 に 出 て 、 質 問 、 提 案 だ け で な く 、 議 長 に な っ て

進 行 も さ せ て も ら い ま し た 。  

 初 め は 、 う ま く で き る か な あ と か 心 配 し て い た け ど 、 リ ハ ー サ ル

の と き に 大 野 市 議 会 の 議 長 、 山 崎 さ ん た ち に お じ ぎ を す る タ イ ミ ン

グ と か を 教 え て い た だ い て 、 本 番 、 失 敗 せ ず に で き ま し た 。  

 当 日 は 、 市 長 の 石 山 さ ん を は じ め と す る た く さ ん の 方 が 議 場 に 座

っ て い た の で 、 入 っ た し ゅ ん か ん と て も お ど ろ き ま し た 。  

 議 場 は と て も 静 か で 、 落 ち 着 い た ふ ん い き で し た 。  

 私 は 、 進 行 の と き に う ま く 言 え な い こ と が 何 回 か あ っ た け ど 、 落

ち つ い て 一 言 一 言 を て い ね い に 話 せ ま し た 。  

 質 問 、 提 案 も は き は き と 言 え ま し た 。  

 私 が 疑 問 に 思 っ た こ と 、 市 で や っ て ほ し い こ と な ど に 市 長 の 石 山

さ ん が 私 に も 分 か り や す く 、 て い ね い に 答 弁 し て く だ さ っ た の で う

れ し か っ た で す 。  

 私 は 実 際 に 議 員 さ ん が 議 会 を し て い る の は 見 た こ と が な か っ た の

で 「 こ ん な 感 じ な ん だ な あ 」 と 思 い 、 感 心 し ま し た 。  

 議 長 と し て も 、 質 問 者 と し て も が ん ば れ ま し た 。  

 私 は 、 子 ど も 議 会 に 参 加 し て 、 い ろ ん な こ と を 学 ぶ こ と が で き ま

し た 。  

 議 会 に 参 加 し て い な か っ た ら 知 れ な か っ た こ と も 知 れ ま し た 。  

 と て も 良 い 、 貴 重 な 体 験 を さ せ て も ら っ た と 思 い ま す 。  

 い ろ ん な こ と を 学 べ る 良 い イ ベ ン ト だ と 思 い ま し た 。  

 子 ど も 議 員 を 体 験 で き て よ か っ た で す 。  

 

議 席 番 号 ２  有 終 東 小 学 校  ６ 年  松 田  花  

 私 は 、 子 ど も 議 会 で 大 野 市 の こ と に つ い て し ん け ん に 考 え て 質 問

を し た り 、 答 え て も ら っ た り す る の が い い 経 験 に な っ た な と 思 い ま

す 。  

―
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 ま た 、 石 山 市 長 に 質 問 を す る の は 、 と て も き ん 張 し た け ど 、 石 山

市 長 や 市 会 議 員 の 方 々 に 質 問 を す る 機 会 は な い の で 、 自 分 の 質 問 、

意 見 を 言 え て よ か っ た で す 。  

 質 問 を す る 前 と 後 の お 礼 も 練 習 ど お り に き ち ん と で き て 、 堂 々 と

話 す こ と が で き ま し た 。  

 私 が 出 し た 質 問 、 提 案 に た く さ ん の え ら い 人 が 一 生 懸 命 考 え て く

れ て 、 石 山 市 長 も 精 い っ ぱ い 答 え て く れ て う れ し か っ た で す 。  

 こ の 子 ど も 議 会 で 、 大 野 市 の 問 題 や こ れ か ら の 大 野 市 の 課 題 を 発

見 で き た の で 、 私 た ち が で き る こ と を し て 、 大 野 市 を よ り 良 い 市 に

し て 、 み ん な の 大 好 き な 大 野 市 に し て い き た い で す 。  

 ま た 、 私 の 生 ま れ 育 っ た 大 好 き な ふ る さ と 「 大 野 市 」 を た く さ ん

の 人 に 知 っ て も ら っ て 、 み 力 の あ る 大 野 市 に し て い く た め 、 大 野 の

よ い と こ ろ を た く さ ん 伝 え た い で す 。  

 

議 席 番 号 ３  小 山 小 学 校  ６ 年  千 味 遥 人  

 ぼ く は 、 子 ど も 議 会 に 小 山 小 学 校 の 代 表 と し て 参 加 し ま し た 。  

 市 内 の 学 校 か ら ぼ く と 同 じ よ う に 代 表 が 集 ま っ て 来 て 、 み ん な で

会 議 を し ま し た 。  

 ぼ く は 、 学 級 の み ん な で 考 え た 公 園 を 大 き く す る こ と と 、 元 気 国

体 ・ 元 気 大 会 の こ と を 質 問 す る 予 定 で し た 。  

 ブ ザ ー が 鳴 り 、 議 会 が 始 ま り ま し た 。  

 き ん ち ょ う が 高 ま っ て き ま し た 。  

 ぼ く は 、 ２ 番 の 発 表 で し た 。  

 心 臓 が 飛 び 出 て き そ う で し た 。  

 い よ い よ ぼ く の 番 に な り ま し た 。  

 し っ か り 礼 を し て 質 問 を し ま し た 。  

 質 問 を 終 え 席 に 着 く と 、 市 長 さ ん が ぼ く の 質 問 に て い ね い に 分 か

り や す く 答 え て く れ ま し た 。  

 無 事 議 会 も 終 わ り 、 自 分 が 言 い た い こ と は し っ か り 言 え て よ か っ
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た で す 。  

 こ の よ う な 貴 重 な 経 験 は 、 一 生 の う ち で な か な か で き な い こ と な

の で 経 験 で き て よ か っ た で す 。  

 

議 席 番 号 ４  有 終 南 小 学 校  ６ 年  牧 野  芙 南  

 私 が 子 ど も 議 会 に 出 よ う と 思 っ た わ け は 、 楽 し そ う だ か ら と い う

の も あ り ま す が 、 や っ て み た い か ら と い う の も あ り ま し た 。  

 そ し て 、 や れ る こ と に な り 、 ど ん な 質 問 に し よ う か な あ と 思 っ て 、

ま ず 思 っ た の は 、 大 野 は や っ ぱ り 人 口 が 少 な い な あ と い う こ と で す 。  

 な の で 、 人 口 を 増 や す た め の こ と を 言 お う と 思 い ま し た 。  

 観 光 客 も 少 な い な あ 、 増 え た ら 人 口 も 増 え る か な あ と か 考 え て 、

Ｐ Ｒ を し た ら 観 光 客 が 増 え る か な あ と 、 観 光 客 を 増 や す こ と も 考 え

る よ う に な り ま し た 。  

 な の で 私 の 質 問 は 、 観 光 客 を 増 や す こ と に つ い て と 、 人 口 を 増 や

す こ と に つ い て の 質 問 に し ま し た 。  

 そ し て 、 本 番 、 考 え た 質 問 を 言 っ て 市 長 の 答 弁 を 聞 き ま し た 。  

 そ し て 市 長 の 答 弁 を 聞 い た ら 、 も う 残 り 時 間 わ ず か で 、 い ろ い ろ

再 質 問 を 考 え て き ま し た が 、 ほ ん の わ ず か し か 言 え ま せ ん で し た 。  

 な の で 、 本 番 前 は １ ３ 分 も あ っ て よ ゆ う に 再 質 問 で き る な あ と 思

っ て い た け れ ど 、 も う １ ３ 分 が 終 わ っ て か ら は 、 ３ ０ 分 く ら い ほ し

か っ た な あ と 思 い ま し た 。  

 も し く は 、 答 弁 の 時 間 が べ つ だ っ た ら な あ と 思 い ま し た 。  

 議 会 が 終 わ っ て 思 っ た こ と は 、 最 初 で 最 後 の い い 経 験 に な っ た と

い う こ と で す 。  

 大 野 の た め に い ろ い ろ 考 え て 、 し か も 議 会 に 出 る こ と は 今 回 で 終

わ り だ け ど 、 と っ て も 楽 し か っ た で す 。  

 

議 席 番 号 ５  阪 谷 小 学 校  ６ 年  高 田 秀 洋  

 ぼ く は 、 議 会 を 体 験 し て み て 、 ふ だ ん 議 員 さ ん は ど の よ う に 議 会
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を 行 っ て い る の か が 分 か り ま し た 。  

 子 ど も 議 会 は 、 ふ だ ん の 議 会 と 同 じ こ と を し ま し た 。  

 議 場 に 入 る と き は 、 目 の 前 に あ る 国 旗 に 礼 を す る こ と が 分 か り ま

し た 。  

 自 分 の 質 問 を す る と き は 、 と て も き ん ち ょ う し ま し た 。  

 な ぜ か と い う と 、 目 の 前 に 多 く の 議 員 さ ん が い る か ら で す 。  

 質 問 席 に 移 動 す る と き は 、 国 旗 と 議 長 さ ん 、 議 員 さ ん に 礼 を し な

い と い け な い こ と も 分 か り ま し た 。  

 そ し て 、 ぼ く は 市 長 さ ん に 大 野 市 の 財 政 に つ い て 、 大 野 市 の 町 お

こ し に つ い て 質 問 を し ま し た 。  

 と 中 、 か ん で し ま っ た と き も あ っ た け ど 、 二 つ の 質 問 を し っ か り

と 市 長 さ ん に 聞 け ま し た 。  

 ぼ く は 、 他 の 人 の 質 問 で 気 に な っ た の は 、 和 泉 小 学 校 代 表 の 村 松

吉 郎 さ ん の 質 問 で 、 通 学 路 の 安 全 対 策 に つ い て で す 。  

 通 学 路 は 、 ぼ く ら が 通 る 場 所 だ し 、 ぼ く ら に も 直 接 関 係 が あ る こ

と な の で 気 に な っ た し 、 い い 質 問 だ な と 思 い ま し た 。  

 ふ だ ん は 体 験 で き な い こ と が で き て よ か っ た で す 。  

 

議 席 番 号 ６  下 庄 小 学 校  ６ 年  岡 本 夏 実  

 私 は 子 ど も 議 員 を 体 験 し て 、 今 ま で 知 ら な か っ た こ と が た く さ ん

わ か り ま し た 。  

 例 え ば 、 議 場 に 入 る と き 必 ず 国 旗 に 礼 を し な け れ ば い け な い こ と 。  

 議 席 番 号 は く じ で 決 め 、 ４ 年 間 同 じ 席 と い う こ と な ど 、 た く さ ん

の 礼 儀 が あ る こ と を 初 め て 知 り ま し た 。  

 私 は 副 議 長 に な っ た の で 、 後 半 の 司 会 を し ま し た 。  

 き ん 張 し て 早 口 に な っ て し ま わ な い か 不 安 だ っ た け ど 、 お ち つ い

て 早 口 に な り す ぎ ず 司 会 が で き ま し た 。  

 そ し て 、 私 が 質 問 し た こ と に 対 し て 、 市 長 さ ん は と て も て い ね い

に 答 え て く れ た の で 分 か り や す か っ た し 、 う れ し か っ た で す 。  

―
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 他 校 の 子 が 学 校 再 へ ん 問 題 に つ い て 聞 い て い た り 、 私 が 少 し 気 に

な っ て た 問 題 も 聞 い て く れ た り し て い た の で 、 な っ と く で き ま し た 。  

 私 た ち が 発 言 し た こ と が 少 し で も 大 野 を よ く す る 力 に な っ て く れ

る と う れ し い で す 。  

 ふ だ ん か ん た ん に は 入 れ な い 場 所 や 、 ふ だ ん で き な い き 重 な 体 験

が で き た の で よ か っ た で す 。  

 市 役 所 の 方 な ど い ろ い ろ な 方 が や さ し く 接 し て く れ て 、 ガ チ ガ チ

に き ん ち ょ う し て い た 体 が ほ ぐ れ た ほ ど で し た 。  

 「 子 ど も 議 会 」 は 選 挙 に 投 票 で き な く て 意 見 が 言 え な い 子 ど も の

た め に も 、 こ れ か ら も ず っ と あ り 続 け て ほ し い で す 。  

 き 重 な 体 験 さ せ て い た だ き 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

議 席 番 号 ７  和 泉 小 学 校  ５ 年  村 松 吉 郎  

 子 ど も 議 員 と し て 和 泉 地 区 や 大 野 市 の こ と を 考 え な が ら 、 議 員 と

い う 仕 事 が と て も 大 切 な 仕 事 だ と い う こ と が わ か り ま し た 。  

 練 習 の と き は 、 「 う ま く 質 問 で き る か な 」 と 不 安 な 気 持 ち で し た 。  

 本 番 に な り 、 質 問 の 順 番 が 来 た と き は と て も 緊 張 し ま し た が 、 落

ち 着 い て リ ハ ー サ ル ど お り に 行 動 す る こ と で 、 石 山 市 長 に し っ か り

と 和 泉 小 学 校 の 質 問 を す る こ と が で き ま し た 。  

 石 山 市 長 の お 話 や 他 の 学 校 の 質 問 を 聞 き な が ら 、 大 野 市 の い ろ ん

な 問 題 に 気 づ く こ と が で き ま し た 。  

 そ し て 、 み ん な が 大 野 市 を よ く し よ う と い う 気 持 ち だ と い う こ と

が わ か り 、 う れ し か っ た で す 。  

 本 番 で は と て も 緊 張 し ま し た が 、 子 ど も 議 員 と い う 貴 重 で と て も

い い 経 験 が で き ま し た 。  

 こ れ か ら も 和 泉 地 区 だ け で な く 、 大 野 市 の こ と を 考 え て い き た い

と 思 い ま す 。  

 こ の よ う な 機 会 を い た だ き 、 と て も 感 謝 し て い ま す 。  

 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

―
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議 席 番 号 ８  有 終 西 小 学 校  ６ 年  北 野 奉 孝  

 ぼ く は 、 子 ど も 議 会 に 行 き ま し た 。  

 ま ず 本 番 の ２ ０ 日 の 説 明 会 が あ り ま し た 。  

 そ こ で は 、 本 番 の 日 程 や 発 表 順 を 決 め ま し た 。  

 発 表 は ７ 番 目 で 仕 事 は 特 に 当 た ら な か っ た の で 、 質 問 を が ん ば ろ

う と 思 い ま し た 。  

 そ し て ２ ０ 日 の 当 日 は 、 ま ず 日 程 の 最 終 確 認 が あ り ま し た 。  

 次 に 議 場 に 入 り ま し た 。  

 中 に は す で に 議 員 の 人 た ち や 市 長 さ ん ま で い ら っ し ゃ っ て い た の

で 、 入 る と き と て も 緊 張 し ま し た が 、 ふ つ う 入 れ な い 所 な の で 、 と

て も わ く わ く し ま し た 。  

 そ し て 、 質 問 の 時 間 が 来 ま し た 。  

 名 前 を 呼 ば れ た と き は と て も 緊 張 し ま し た が 、 市 長 さ ん に 大 野 市

の 人 口 を 減 ら さ な い よ う に す る た め に 何 を し て い る か 聞 け ま し た 。  

 市 長 さ ん は そ れ を と め る た め の 団 体 を つ く り 、 人 口 が 減 ら な い よ

う 努 力 す る と の こ と な の で 安 心 し ま し た 。  

 こ れ か ら も 大 野 と い う 名 前 が 残 っ て ほ し い で す 。  

 

議 席 番 号 ９  富 田 小 学 校  ６ 年  野 岸 さ く ら  

 実 際 に 議 場 に 立 っ て み て 、 と て も 緊 張 し ま し た 。  

 気 に な っ て い る こ と を 実 際 に 石 山 市 長 に 質 問 で き て 、 よ い 体 験 が

で き た と 思 い ま す 。  

 私 は 、 大 野 の 名 水 の Ｐ Ｒ に つ い て や 、 大 野 の 名 水 を 守 る た め の 取

り 組 み に つ い て 質 問 し ま し た 。  

 子 ど も 議 会 を 体 験 す る こ と に よ っ て 、 今 の 大 野 市 の 状 況 や 、 し て

い る 取 り 組 み に つ い て 、 こ れ か ら ど う し て い こ う か と い う 考 え な ど

を 知 る こ と が で き ま し た 。  

 あ ら た め て 、 自 分 も 大 野 市 の た め に で き る 取 り 組 み は 何 が あ る か

を 考 え 、 大 野 市 を よ く し て い き た い と 思 う こ と が で き ま し た 。  

―
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 そ し て 、 こ れ か ら 自 分 も 取 り 組 み に 参 加 し た り 、 家 庭 で も で き る

こ と を や り た い と 思 い ま す 。  

 例 え ば 、 家 庭 か ら の 水 の よ ご れ を 少 な く す る や 、 水 の ム ダ 使 い は

せ ず 、 せ つ や く す る こ と で す 。  

 こ れ か ら 私 だ け で な く 、 家 族 で 気 を 付 け て い き た い と 思 い ま す 。  

 市 で は 定 期 的 に 調 べ た り 、 森 林 の 手 入 れ 、 そ う じ を し て い る そ う

で 、 や は り 環 境 を き れ い に 保 つ こ と が 大 切 だ と 知 り ま し た 。  

水 だ け で な く 、 周 り の 環 境 を き れ い に 保 つ こ と に も 取 り 組 ん で い き

た い と 思 い ま す 。  

 他 の 議 員 の 質 問 や 質 問 に 対 す る 答 弁 を 聞 き 、 さ ま ざ ま な こ と を 学

ぶ こ と が で き ま し た 。  

 ま た 、 こ ん な ふ う に 話 し 合 っ て 大 野 の ま ち づ く り が さ れ て い る こ

と を 知 り ま し た 。  

 今 回 、 子 ど も 議 会 を 体 験 し 、 大 野 市 を 守 り 、 良 く し て い く 側 に な

っ て み て 、 大 変 さ も 少 し 分 か り ま し た 。  

 こ れ か ら 大 野 市 の た め に で き る 取 り 組 み を 精 い っ ぱ い や っ て い き

た い で す 。  

 

議 席 番 号 １ ０  乾 側 小 学 校  ６ 年  高 村 こ の み  

 今 日 は 本 番 で し た 。  

 議 場 に は リ ハ ー サ ル の と き に も 入 っ て 質 問 を 言 っ た の で す が 、 本

番 に 入 っ た と き も き ん ち ょ う し ま し た 。  

 で も き ん ち ょ う し た の は 、 教 育 理 念 の 首 唱 を し た と き だ け で し た 。  

 他 の 人 の 質 問 と 答 弁 を 聞 い て メ モ を し て い た の で 、 い そ が し か っ

た で す 。  

 自 分 の 質 問 の と き に は 、 お 礼 や 言 葉 や 座 る タ イ ミ ン グ も ま ち が え

ず に で き た と 思 い ま す 。  

 自 分 が 疑 問 に 思 っ て い た こ と に 対 し て 、 石 山 市 長 さ ん が と て も 分

か り や す く 、 て い ね い に 話 し て く だ さ っ た の で 、 よ く 市 の 考 え が 分
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か り ま し た 。  

 私 は 、 と て も つ か れ ま し た 。  

 で も 議 長 や 副 議 長 は 、 も っ と つ か れ た と 思 う け ど 、 楽 し か っ た と

思 い ま し た 。  

 も し 、 も う 一 度 出 ら れ る な ら 議 長 か 副 議 長 に な っ て み た い で す 。  

―





 




